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平成３０年第５回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 

【平成３０年９月３日（月）】 

 ―― 午前９時３０分 開会 ――  

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開会宣告 

●山中議長（山中康樹） おはようございます。定足数に達しておりますので、ただ今から、 

平成３０年第５回邑南町議会定例会を開会いたします。議長の諸般の報告につきまして 

は、お手元に配付をしたとおりでございますので、いただきたいと思います。これより、 

本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでござい 

ます。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●山中議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１０番、清水議員。 

１１番、辰田議員。お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

●山中議長（山中康樹） 日程第２、会期の決定を議題といたします。お諮りをいたします。 

  本定例会の会期は、本日、９月３日から９月１４日までの１２日間といたしたいと思いま 

す。これにご異議はありませんか。 

                   （「異議なし」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日、９月３日から９ 

月１４日までの１２日間とすることに決定をいたしました。 

                       ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第３ 行政報告 

●山中議長（山中康樹） 日程第３、行政報告。これより町長に、中間行政報告、及び諸般の 

報告を行っていただきます。 

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） 平成３０年第５回邑南町議会定例会の開会にあたり、決算認定 

案、条例案、予算案の説明に先立ちまして、決算状況、財政状況及び現在進めており 

ます諸施策等についてご報告申し上げ、町議会並びに町民の皆様へのご理解とご協力 

を賜りたいと存じます。平成２９年度における各会計の決算につきましては、本定例 

会にご承認をお願いするよう提案していますが、その概要につきましてご説明いたし 

ます。 
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まず、一般会計につきましては、歳入総額１１６億８，６０７万４，９３８円 

に対しまして、歳出総額１１４億２，４５２万７，８１８円で、差し引き２億６，１ 

５４万７，１２０円の黒字でございましたが、繰越明許により翌年度へ繰り越すべき 

財源の５，２２０万２，０００円を差し引きますと、実質収支額は２億９３４万５，

１２０円の黒字でございます。次に、特別会計でございますが、国民健康保険事業特

別会計は、歳入総額１５億９，９６９万９，５６３円に対しまして、歳出総額１５億

６，０４５万７，１５０円で、差し引き３，９２４万２，４１３円の黒字。国民健康

保険直営診療所事業特別会計は、歳入総額５，５９２万９，９８９円に対しまして、

歳出総額５，５１１万２４４円で、差し引き８１万９，７４５円の黒字。後期高齢者

医療事業特別会計は、歳入総額３億８，４３４万３，５２８円に対しまして、歳出総

額３億７，７８６万４，３５０円で、差し引き６４７万９，１７８円の黒字。下水道

事業特別会計は、歳入総額８億５，９１４万７，９８４円に対しまして、歳出総額８

億４，６７６万５，２７９円で、差し引き１，２３８万２，７０５円の黒字。電気通

信事業特別会計は、歳入総額４億８，５０４万９９５円に対しまして、歳出総額４億

７，５８１万８，６１８円で、差し引き９２２万２，３７７円の黒字。水道事業会計

の収支状況につきまして、消費税抜きで申し上げます。事業収益３億９，９６３万６，

４５４円、事業費用４億６，９１５万１，６８６円で、当年度 欠損金は６，９５１万

５，２３２円となりました。決算に基づく普通会計の財政指数につきましては、経常

収支比率は９４.１％で、前年度対比で０.５ポイント減少しております。いわゆる財

政健全化法に係る判断比率のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率については赤字

額がないため早期健全化基準に該当する数値はございません。実質公債費比率は、単

年度数値では０.３ポイント減少の１４.０％、比率として使用される３年平均の数値

としましても１４.０％で０.７ポイントの減少となっております。また、将来負担比

率は１０９％と１３.５ポイントの減少となっております。実質公債費比率及び将来負

担比率のいずれも早期健全化基準となる数値は下回っています。下水道事業特別会計、

水道事業会計に係る資金不足比率については、資金不足がないため経営健全化基準に

該当する数値はございません。 

次に、本年度の財政運営について申し上げます。本年度の普通交付税の配分が７月 

２４日に決定されました。概要としましては、普通交付税が５３億６，１１６万４， 

０００円、臨時財政対策債発行可能額が２億６，４０５万２，０００円で、合わせて５ 

６億２，５２1 万６，０００円でございます。平成２９年度と比較しますと４.５％の 

減少、額にして２億５，４７１万５，０００円の減額となっております。普通交付税 

につきましては、平成２７年度から合併後１０年を経過したことによる合併特例措置 

の段階的縮減がはじまっていること、社会福祉費において、公立保育所を民間譲渡し 

たことにより密度補正が減少したこと、道路橋りょう費において、臨時地方道整備事 
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業債分の事業費補正が減少したこと、生活保護費において、生活保護被保護者数など 

が減少したこと、地方債の償還に対する普通交付税措置額が償還額の漸減に合わせて 

減額となっていること、加えて、収入額において地方消費税交付金が制度変更により 

増額となったことなどから、全体として交付額は減額となっております。なお、当初 

予算におきましては、いずれも決定額を上回る金額を計上しておりますので、この配 

分結果に基づき、今回の一般会計補正予算におきまして、普通交付税を４，３２１万 

７，０００円減額、臨時財政対策債を１，７７０万６，０００円減額することとして 

おります。また、平成２９年度決算に基づき、繰越金を１億９，９３４万５，０００ 

円増額し、当初予算措置額と合わせ２億９３４万５，０００円とすることにしており 

ますのでよろしくお願いいたします。 

次に、西日本豪雨災害について申し上げます。７月６日、７日にかけて発生した西 

日本豪雨災害は、広島県、岡山県を中心に西日本各地において多数の犠牲者と多大な 

災害をもたらしました。ここに心からのお悔やみとお見舞いを申し上げます。また、 

町民の皆さんには義援金にご協力をいただきありがとうございます。集まりました義 

援金は島根県に送金し、共同募金会から全国の被災地に送られるよう準備を進めてお 

ります。本町におきましては、大きな災害は発生しておりませんが、江の川の危機的 

水位の上昇と口羽地区を中心とした土砂災害警戒情報の発表という二重の警戒を必要 

とする状況となったこと、そして江の川の水位が昭和４７年の災害の危機的水位を超 

えたと思われる状況に至ったこと、こうしたことは、これからの災害が重大化してい 

く、そういう兆候を考えざるをえない、そうした状況にあるのだと思います。 

この度の災害を振り返りますと、洪水などに備え大型土のうなどを事前に用意してお 

く、町が発表する避難勧告などの避難情報にはきちんと行動していただく、身の回り 

で最も安全な避難場所を決めておいていただく、そうしたことが重要なのだと感じて 

おりまして、これからもできる限りの準備と啓発に努めていきたいと考えております。 

次に、猛暑対策について申し上げます。今年の猛暑による対策についてでございま 

すが、まず高齢者の方などについては民生委員さんの通常の活動の中で６月頃から見 

守りを行っておられますが、今年は暑さが異常に長く続いたため、８月６日付けで福 

祉課から改めて声掛けや安否確認についてお願いをして、見守りをしていただいてい

るところでございます。また、町内の児童クラブでエアコン未設置の児童クラブ３か

所のうち対策が急がれる２か所については早急に設置することといたしました。次に、

邑南町立小中学校空調設備設置計画について申し上げます。これまで邑南町立小中学

校では、特別教室のエアコン整備を優先して進め、緊急避難的に活用してきました。

しかしながら近年の異常気象による高温や教室の温度を２８度以下とする文部科学省

の通知を受け、小中学校全ての普通教室にエアコンを設置するよう教育委員会が設置

計画をたて、議会に提出しております。今後は、来年度の暑くなる時期に、エアコン
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が使用できるよう補正予算を組んで、エアコンの設置工事を実施したいと思います。 

次に、障害者雇用について申し上げます。現在、国の行政機関による障害者雇用の 

水増しが問題となっている事はご承知のことと思いますが、本町はこれまで制度に従 

いきちんと対応してきておりまして、今年度の場合、障害者の雇用の促進等に関する 

法律施行規則に定められております国及び地方公共団体等の法定雇用率は２.５％で 

あり、これに対し邑南町の法定雇用率は２.７３％で基準を達成しております。 

今後は法定雇用率も平成３３年４月までには０.１％引き上げとなりますので、引き続 

き定められた法定雇用率を達成するとともに、地域の福祉施設などとも連携を取りな 

がら進めてまいりたいと考えております。 

  次に、道の駅瑞穂の再整備構想の進捗について申し上げます。道の駅瑞穂再整備に 

つきましては、平成２９年度に基本構想の策定を行いましたが、本年度は、国土交通 

省の補助事業である官民連携基盤整備推進調査費が６月２８日に採択いただきました 

ので、本事業を活用し基本計画を策定する予定としております。この事業は、官民連 

携による広域的な地域戦略に資する社会基盤整備を推進するため、民間設備投資など 

と一体的に実施する基盤整備の事業化検討を支援する制度で、民間活力の導入を視野 

に入れた施設の整備を検討して参ります。 

次に、邑南町版まち・ひと・しごと創生総合戦略における地区別戦略実現事業につ 

いて申し上げます。平成３０年度都市交流推進拠点整備事業には、日和地区の日和地 

区総合振興協議会が、日和びよりプロジェクト事業で、また、あのぉ、阿須那地区の 

ＹＵＴＡかプロジェクトが、阿須那の酒と食文化を伝える交流拠点整備事業で、また、 

田所地区の田所をどがあずしよう会は、民泊＆フリースペース縁、政国旅館改修事業 

で、それぞれコンペに参加されました。採択上限が２地区という制約がある中、民間 

委員６名を含む８名の審査員が、書類による１次審査と、８月２２日にはプレゼンテ 

ーション・質疑応答による２次審査を実施、３地区とも高評価を得ました。結果とし 

ては、得点順に阿須那地区・日和地区の事業を採択決定いたしました。 

次に、邑南町地域公共交通網形成計画策定の取り組みについて申し上げます。今年 

度は、邑南町の交通基本計画である邑南町地域公共交通網形成計画策定に取り組みま 

す。８月８日に第１回邑南町地域公共交通会議を開催し、株式会社バイタルリードと 

計画策定業務の委託契約を締結したことを報告、今後、移動実態やニーズ把握と関係 

者ヒアリングの実施、問題点・課題と整理を行い計画（案）を策定し、パブリックコ 

メントを経て平成３１年２月には計画を確定する事業計画を了承頂きました。 

次に、羽須美地域デマンドの取り組みについて申し上げます。羽須美地域では、現 

在運行中のけんこう号に代えて、平成３１年度から段階的に、ＮＰＯ法人はすみ振興 

会が羽須美地域デマンド運行を開始する計画です。これに関する住民の皆様からの意 

見聴取を７月下旬から実施しました。けんこう号利用者への各戸訪問と、自治会単位 
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の説明会を開催し、皆様には、おおむねご理解をいただいたと認識をしております。 

今後は、いただいたご意見をもとに、運行に向けた具体的な準備を進めてまいります。 

次に、旧三江線に関連する取り組みについて申し上げます。ＪＲ西日本米子支社か 

ら譲り受けた鉄道用地の管理については、６月３０日に上ヶ畑集落と、７月１日に江 

平集落と、それぞれ委託契約を結びました。一方、旧口羽駅及び旧宇都井駅一帯の土 

地及び付帯施設などについては、６月１８日にＪＲ西日本米子支社と邑南町が社会実 

験などの実施を目的に使用貸借契約を締結、７月２０日から３１年１月３１日までの 

間、特定非営利活動法人江の川鐵道に、土地などの維持管理と土地などの利用調査業 

務を無償で実施していただく契約を締結しました。また、同法人には鉄道資産の適切 

な管理に併せ、交流人口・関係人口の拡大に向けた事業と、地域おこし協力隊員の研 

修を併せて委託しました。法人には、これらの事業を通じ、地域資源を活用したイベ 

ント等の事業化について、経済性、安全性、持続性などを検証し報告して頂きます。 

次に、矢上高校教育振興の取組について申し上げます。７月６日、矢上高校創立７ 

０周年記念事業実行委員会が卒業生会会長の神田恵介氏を委員長として設立されまし 

た。８月末の学園祭から７０周年記念を冠した取り組みが開始され、１１月１３日か 

ら１７日を記念ウィークとして、最終１７日には記念式典の他、映画監督錦織良成さ 

んの記念講演や Ｘ ＋

えくすと

による応援ソングの披露などが計画されています。７月３１日 

には慶應義塾大学ＳＦＣ研究所と地域おこしに関する研究開発の連携協力に係る覚書 

を締結しました、矢上高校の魅力化についても連携して取り組みます。８月４日から 

５日にかけて高知県高知市で開催された第２７回全国高等学校漫画選手権大会、いわ 

ゆるまんが甲子園に矢上高校美術部が出場しました。７月の予選で、国内外から応募 

のあった３０１校から、全国大会出場３３校に選ばれました。全国大会では、１次予 

選を勝ち上り見事決勝に進出。惜しくも入賞とはなりませんでしたが、初出場の全国 

大会で実力を如何なく発揮しました。８月７日には、矢上高校振興会の取り組みとし 

て、清水副議長、神田卒業生会会長、大屋ＰＴＡ会長にも同席をいただき、県知事と 

県教育長に要請書を提出いたしました。これは、矢上高校産業技術科の人気が県外で 

も高まり、募集定員倍率が４年連続で１倍を超えたことで、地元生徒が志願先を変更 

したり、志願を諦めている現状から、産業技術科の定員増を要請したものであります。 

次に、邑南町しごとづくりセンターについて申し上げます。邑南町しごとづくりセ 

ンターは、昨年１２月１８日から相談業務を開始しておりますが、今年度に入り、４ 

月から８月末までの５か月間で、１５５件の相談があり、４件の起業となっています。 

今後も商工会をはじめとした関係機関との連携を進め、支援体制の強化に努めてまい 

ります。 

次に、税務職員相互併任制度の活用について申し上げます。平成２９年度に引き続 
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き、７月１日から島根県との税務職員相互併任制度を活用いたしまして、滞納整理の 

共同実施、実務研修を行い、職員の徴収技術の向上、滞納額の縮減に努めております。 

次に、農林業の振興について申し上げます。まず、７月末に町内一斉に行った作付 

確認の集計がまとまりましたので報告いたします。今年の水稲の需給調整につきまし 

ては、主食用水稲配分面積１,０４１ヘクタールに対して、１,０４０ヘクタールの作 

付となっており、作付率は９９．９パーセントとなっています。また、転作作物とし 

ては、飼料用稲が５８.１ヘクタール、飼料用米が５.５ヘクタール、大豆が９.９ヘク 

タール、そばが７.６ヘクタールなどとなっており、土地利用型作物への転換がすすん 

でおります。次に、米の買取価格についてですが、ＪＡ島根から発表された今年産米 

の買取価格は３０ｋｇ当たり、主食用米では１００円から３００円、昨年の買取価格 

を上回る価格が示されており、おおち地区本部では主力のコシヒカリ１等米で３０ｋ 

ｇ当たり昨年より１００円高い６,６００円、ハーブ米コシヒカリは昨年より３００円 

高い７,４００円が示されました。ハーブ米コシヒカリに対しては町からもさらに２０ 

０円の上乗せ助成をして、集荷に力を入れていこうと計画しております。今年は豊作 

基調であると言われておりますが、７月豪雨後につづいた高温と渇水により品質面で 

の心配もあり、今後は等級検査の状況を見守りたいと思います。 

次に、建設関係の事業について申し上げます。まず、県道改良事業でございますが、 

浜田作木線高見工区改良工事につきましては、高見川と出羽川の合流付近の法面掘削 

工事に着手いただく予定です。日貫吉原工区は矢上側約３００ｍにつきましては間も 

なく供用開始となる他、順調に改良工事が進められています。仁摩邑南線荻原工区に 

つきましては、今年度秋に荻原橋の上部工の工事を発注いただく予定です。国道２６ 

１号鱒渕工区、甲田作木線日南川工区、田所国府線市木工区は昨年度に引き続き改良 

工事を行っていただきます。続きまして、町道改良事業でございますが、本年度９路 

線の改良・舗装事業を計画しており、現在まで当初の予定どおり工事発注を行ってい 

ます。公営住宅の整備でございますが、本年度特定公共賃貸住宅を中組団地と森実団 

地にそれぞれ１棟２戸の建設を計画しており、既に工事発注を終え、年内の完成を予 

定しております。災害復旧事業でございますが、７月豪雨による災害が発生し、被災 

箇所の現地精査を行いました。その結果、国庫補助事業の対象箇所は、農地災害２６ 

箇所、農業用施設災害１７箇所、林道災害７路線１１箇所、町道１箇所です。小災害 

の対象箇所は、農地１２箇所、林道１路線３箇所です。また、単独災害につきまして 

は、農業用施設１９箇所、林道１箇所、町道７路線９箇所、河川は１４河川１４箇所 

でございます。国庫補助事業につきましては、９月上旬から１１月上旬にかけて災害 

査定を受け、順次工事発注を行い早期の復旧を目指します。また、小災害、単独災害 

につきましても順次測量設計業務や復旧工事を発注し、早期の復旧を目指します。 

次に、教育委員会関係ですが、まず学校教育課の関係について申し上げます。 
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全国市町村教育委員会連合会による功労者表彰を、羽須美地区の河野

こうの

光也

みつや

さんが受賞 

されました。これまでのご功績を讃えるとともに、心からお慶び申し上げるところで 

す。次に平成２９年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検・評価報告書につ 

いてですが、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基づきまして、報 

告書を議会に提出し、公表しなければならないと規定されていることから、今定例議 

会において教育委員会から提出されます。これは、教育委員会の権限に属する事務に 

ついて、自らが自己点検評価し、学識経験を有する者で構成された第３者評価機関の 

委員による意見を付して、報告書としてまとめたものです。なお、評価結果につきま 

しては、今後の教育行政推進の一助としています。次に、学校におけるブロック塀な 

どの安全点検結果とその対応、また、通学路の安全点検結果について申し上げます。 

次に、６月１８日に発生した大阪北部地震によりブロック塀が倒壊し、小学校児童の 

犠牲者が出たことを受け、至急、町内全小中学校の緊急安全点検を実施しました。町 

内１１校の内、７校にブロック塀や軒下剥離等があり、危険な箇所の安全対策工事を 

予備費対応で実施しております。また、通学路については、ブロック塀や防犯上のホ 

ットスポット、いわゆる見守りの空白地帯について保護者にアンケートを実施した結 

果、町内１３８の危険箇所の報告を受けております。現在小学校区毎に、川本警察署、 

県央県土整備事務所、学校関係者、青パト隊員、邑南町総務課、建設課、学校教育課 

の関係者で現場確認を行っており、今後、通学路の安全確保対策を実施いたします。 

次に、部活動の全国大会等への出場について申し上げます。８月１８日から２１日ま 

で岡山市で開催された、第４５回全日本中学校陸上競技選手権大会の女子４×１００ 

メートルリレーに瑞穂中学校の上木

うえき

杏香音

あ か ね

さん、志村

しむら

南

みなみ

さん、日野山

ひのやま

未羽

み う

さん、金子

かねこ

  

継

つぐみ

さん、森 脇

もりわき

千

ち

智

さと

さん、原田

はらだ

奈茄

な な

さんが出場され、チームベストタイムで予選を 

通過し準決勝まで進みました。また、８月２６日に倉敷市で行われた第５９回全日本 

吹奏楽コンクール中国大会中学校小編成の部に石見中学校吹奏楽部が島根県代表とし 

て出場され、見事、金賞を受賞しております。また、１０月１２日から１４日まで横 

浜市で開催される第４９回ジュニアオリンピック陸上競技大会に瑞穂中学校から、３ 

０００ｍに小笠原

おがさわら

彩乃

あやの

さん、１００ｍと４×１００ｍリレーに金子

かねこ

継

つぐみ

さん、１５ 

００ｍに森田

もりた

那生

な お

さんが出場されます。全国大会での活躍を期待しているところです。 

次に、生涯学習課関係について申し上げます。東京オリンピック・パラリンピック 

の取り組みについてでございます。先般、フィンランド共和国ゴールボールチーム関 



 - 11 -

係者の方から連絡があり、本町への視察につきまして、１０月１１日から１５日まで 

正式に実施することの連絡を受けました。大変喜ばしいことです。今後、当日を含め 

町民の皆様のご協力ご支援を頂き、事前合宿の回答を期待したいところであります。 

現在、その受入につきまして、東京オリパラ合宿誘致実行委員会の委員の皆様を中心 

に、各専門分野に分かれていただき、邑南町版最高のおもてなしを。２０２０年東京 

パラリンピックの事前合宿誘致を目指して、オール邑南町で取り組みを進めていると 

ころです。また、毎年恒例となっておりますＮＥＣレッドロケッツの合宿を開催いた 

しました。特に今回で１０周年を迎え、過去の軌跡を振り返りながら、バレーボール 

教室、大野石油さんとの練習試合、交流会等今まで以上にスポーツの可能性、素晴ら 

しさなど体感していただけたのではないかと思います。更に,この合宿でご縁をいただ 

きました、元ＮＥＣレッドロケッツのご出身で、全日本選手でありました 杉 山

すぎやま

祥子

さちこ

 

さんに、本町で２人目であります邑南町スポーツアドバイザーを委嘱させていただき 

ました。杉山さんには、特に将来の大切な宝であります子どもたちに、スポーツを通 

して夢や希望を、体験を通して伝えていただければと期待するところです。つづきま 

して、邑南町スポーツ大会出場助成についてです。７月２４日から開催されました第 

５３回全国道場少年剣道大会に田所剣道スポーツ少年団が出場されました。また、８ 

月１７日から開催されました日清食品カップ第３４回全国小学生陸上競技交流大会に 

瑞穗小学校６年生の野田

の だ

一葉

ひとは

さんが出場されました。８０メートルハードルでＣ決勝 

７位となりました。共に島根県代表として活躍されました。益々の活躍を期待してお 

ります。 

次に、国民健康保険事業について申し上げます。平成３０年度から国保都道府県化 

により、県内すべての市町村が国民健康保険被保険者証を８月に更新することとなり、 

７月末日までに届くよう被保険者世帯にお送りしたところです。また、７０歳以上の 

方には、これまで国民健康保険被保険者証と高齢受給者証の２枚の証を発行しており 

ましたが、高齢受給者証を兼ねた国民健康保険被保険者証１枚となりました。これか 

ら、毎年度、国民健康保険被保険者証の更新時期が後期高齢者医療被保険者証の更新 

時期と同じ８月となります。これからも国保都道府県化に伴う事務手続きの変更など 

が生じる場合、その都度、早めに広報などでお知らせしてまいりたいと思います。 

次に、国保直営診療所事業について申し上げます。８月８日の町議会臨時会で矢上 

診療所を設置する条例改正及び矢上診療所の運営や来年度に向けて新しい診療所を建 

設するための建設工事費などの補正予算を議決していただきました。天川クリニック 

閉院後、矢上地区の医療の空白期間が生じないよう配慮するため、その医療体制の確 

保につきましては、島根県や関係諸機関の多大なるご協力を賜り、今年度いっぱいは 
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天川クリニックの建物をそのまま引き継いで開設する運びとなりました。なお、９月 

３日午前８時に開所式を行い、８時半から診療を始めております。矢上診療所の管理 

者は、広島県にお住まいの 山 本

やまもと

従 道

つぐみち

医師、そして、島根県から木村

きむら

清志

きよし

医師と筑後

ちくご

  

一 徳

かずのり

医師両名のご支援をいただき、診療体制を組んでおります。診療日及び診療時 

間についてでございますが、天川クリニックの午前中診療という体制を引き継ぐこと 

を基本に、ただし、水曜日を休診として、町民の利便性を考慮する中で、土曜日も診 

療することにいたしました。なお、来年度は、新しい矢上診療所を建設した後、新し 

い診療体制で運営していく予定でございます。 

次に、邑南町発注の公共事業についてでございますが、これは別紙一覧表で発注状 

況をご報告させていただきますのでそちらをご覧ください。 

以上、９月議会定例会の開会にあたり、本年度の諸施策について、中間行政報告を 

させていただきました。なお、本定例会に提案いたします議案は、人事案２件、決算 

認定案７件、条例案３件、補正予算案６件、合せて１８件としています。何卒、慎重 

にご審議の上、適切な議決を賜りますようお願い申し上げます。 

続きまして、諸般の報告をさせていただきます。お手元の資料をご覧いただきたい 

と思います。平成３０年第２回邑智郡総合事務組合議会定例会が８月２０日に開催さ 

れ、平成２９年度の事業報告並びに決算報告が承認されましたので、その概要につい 

てご報告申し上げます。まず、一般会計でございますが、お手元の決算書の２ページ 

をご覧下さい。歳入総額は１０億１，３７１万１，９０２円でございます。歳入の主な 

ものは、構成３町の負担金などで、９億１，５８６万１，００３円、手数料が、１， 

８６７万８，７７５円、国庫補助金が、３，１１１万８，０００円、前年度繰越金が、 

３，２５１万６，０１６円、雑入が、１，０４４万３，４５０円などでございます。 

次に３ページをご覧下さい。歳出総額は、９億６，８０５万９００円となっています。歳 

出の主なものは、総務管理費が、２億４，２２４万５，６１８円、清掃費が、６億６， 

８２６万５，８１８円、公債費が、５，６７９万８，１５６円などでございます。４ペ 

ージをご覧下さい。歳入歳出差引額及び実質収支額は、４，５６６万１，００２円でございま 

す。また、清掃費に関します各処理量につきましては、し尿処理量が、１万７１７キ 

ロリットルで前年度に対し、１９３キロリットル減少いたしました。ごみ処理量の実 

績は、ごみ搬入総量が４，９０８トンで前年度に比べ３６５トンの減少となりました。

次に、介護保険特別会計について申し上げます。平成２９年度は、第６期介護保険事

業計画の最終年度にあたります。６ページをご覧下さい。歳入総額は３７億３，２５

１万２，４８４円でございます。７ページをご覧下さい。歳出総額は３６億７，５６

７万７，２６０円となっており、最後のページでありますが、歳入歳出差引額及び実



 - 13 -

質収支額は５，６８３万５，２２４円でございます。被保険者などの状況は、平成３

０年３月末で、第１号被保険者は８，３３８人で前年同月末に対し９１人の減、認定

者数は１，７６７人で前年同月末に対し１１０人の減、認定率は２１.２％で、前年同

月末に対し１.１％の減となっています。介護保険料の収納状況は、平成２９年度末の

未納額が総額２９６万８，９５１円で未納者は５７人、収納率は９９.５４％でござい

ます。未納者に対しては、給付制限などの不利益処分が発生しないよう、事務組合と

３町が連携をとり、早期完全納付に向け納付相談活動を継続してまいります。以上ご

報告を申し上げます。 

●山中議長（山中康樹）  以上で、町長の中間行政報告は終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第４ 報告事項 

●山中議長（山中康樹）  日程第４、報告事項。報告第１０号、邑南町開発公社の経営状況の 

報告について。報告第１１号、平成２９年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比 

率の報告について。報告第１２号、平成２９年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の 

点検・評価報告について。報告第１３号、例月現金出納検査結果報告について。報告第１ 

４号、平成３０年度定期監査報告について。以上５件について、それぞれ報告がありまし 

た。いずれも、お手元にその写しを配布しております。これらの配布をもちまして議会に 

対する報告といたしますので、ご了承ください。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決 

●山中議長（山中康樹）  日程第５、先議といたしまして、議案第６５号、人権擁護委員候補 

者の推薦について。議案第６６号、人権擁護委員候補者の推薦について。を議題とし、議 

案の上程、説明、質疑、討論、採決に入ります。はじめに提出者からの、提案理由の説明 

を求めます。 

 

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹）  石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） 議案第６５号から議案第６６号までの提案理由をご説明申し上げ 
ます。人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでございますが、最近の人権 
擁護行政をとりまく諸情勢は、幼児、児童に対する虐待やいじめ・体罰など子供に関する 
問題、高齢者や障害者に関する問題、あるいは夫婦間、親子間の問題など、多岐にわたり 
複雑化しております。こうした地域社会の中にあって、人権擁護委員は、これらの諸問題 
に理解をもって取り組み、気軽に相談に応じ、その解決に熱意を有する候補者を市町村長 
が議会の意見を聞いて、法務大臣に対し推薦するものでございます。議案第６５号におい 
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て推薦につき意見を求めようとする日高
ひ だ か

誠
まこと

氏につきましては、長年、旧瑞穂町職員、邑南 

町職員として奉職され、その間、水道課、保健課長を歴任され、現在地域の活性化のため 

に活動されており、また地域の信頼も厚く、人格、見識ともに優れておられることから、 

森脇
もりわき

鈴枝
す ず え

氏が任期満了を迎えられるにあたり、新たにお願いしたいと思っておりますの 

で、よろしくお願いします。議案第６６号において推薦につき意見を求めようとする能美
の う み

 

由美子
ゆ み こ

氏につきましては、長年、地元小学校で図書館司書として勤務され、地域で読み聞 

かせのボランティアをしておられ、地域の信頼も厚く、人格、見識ともに優れておられる 

ことから、稲垣
いながき

葉子
よ う こ

氏が任期満了を迎えられるにあたり新たにお願いしたいと思っており 

ますので、よろしくお願いをいたします。 

●山中議長（山中康樹）  以上で、提出者からの提案理由の説明は終了しました。これより、 

質疑に入ります。はじめに議案第６５号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹）  無いようですので、議案第６５号に対する質疑を終わります。続き 

まして、議案第６６号に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹）  無いようですので、議案第６６号に対する質疑を終わります。これ 

より、議案の討論・採決に入ります。はじめに議案第６５号に対する討論に入ります。討 

論は反対討論から始め、賛成討論、反対討論と交互に行います。反対討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案 

第６５号の諮問に対し、意見なし、として答申することに賛成の方の挙手を求めます。 

●山中議長（山中康樹） はい、全員賛成。したがって、議案第６５号、人権擁護委員候補者 

の推薦につきましては、意見なし、として答申することに決定をいたしました。続きまし 

て、議案第６６号に対する討論に入ります。反対討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹）  賛成討論はありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

●山中議長（山中康樹）  無いようですので、討論を終わり、これより採決に入ります。議案 
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第６６号の諮問に対し、意見なし、として答申することに賛成の方の挙手を求めます。 

●山中議長（山中康樹） はい、全員賛成。したがって、議案第６６号、人権擁護委員候補者 

の推薦につきましては、意見なし、として答申することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第６ 議案の上程、説明 

●山中議長（山中康樹）  日程第６、議案の上程、説明に入ります。議案第６７号、平成２９ 

年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について。議案第６８号、平成２９年度邑南町国 

民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第６９号、平成２９年度邑南 

町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第７０号、平 

成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第７１ 

号、平成２９年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第７２号、  

平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定について。議案第７３号、  

平成２９年度邑南町水道事業会計決算の認定について。議案第７４号、邑南町家庭的保育 

事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について。議案第７５号、邑 

南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ 

いて。議案第７６号、邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に 

関する条例の一部改正について。議案第７７号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第 

３号について。議案第７８号、平成３０年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第 

２号について。議案第７９号、平成３０年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計 

補正予算第３号について。議案第８０号、平成３０年度邑南町後期高齢者医療事業特別会 

計補正予算第１号について。議案第８１号、平成３０年度邑南町下水道事業特別会計補正 

予算第２号について。議案第８２号、平成３０年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算 

第１号について。以上、１６議案を一括上程といたします。提出者からの、提案理由の説 

明を求めます 

～～～○～～～ 

（議案第６７号～議案第７３号） 決算認定 

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） 議案第６７号から議案第７３号までの提案理由をご説明申し上げ 
ます。これらの議案は、平成２９年度の各会計の決算につきまして、議会の議決を求める 
ものでございます。一般会計につきましては、歳入決算額１１６億８，６０７万５、００ 
０円。歳出決算額１１４億２，４５２万８，０００円。歳入歳出差引２億６，１５４万７， 
０００円となっています。国民健康保険事業特別会計につきましては、歳入決算額１５億 
９，９７０万円。歳出決算額１５億６，０４５万７，０００円。歳入歳出差引３，９２４ 
万３，０００円となっています。国民健康保険直営診療所事業特別会計につきましては、 
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歳入決算額５，５９３万円。歳出決算額５，５１１万円。歳入歳出差引８２万円となって 
います。後期高齢者医療事業特別会計につきましては、歳入決算額３億８，４３４万４， 
０００円。歳出決算額３億７，７８６万４，０００円。歳入歳出差引６４８万円となって 
います。下水道事業特別会計につきましては、歳入決算額８億５，９１４万８，０００円。 
歳出決算額８億４，６７６万５，０００円。歳入歳出差引１，２３８万３，０００円とな 
っています。電気通信事業特別会計につきましては、歳入決算額４億８，５０４万１，０ 
００千円。歳出決算額４億７，５８１万９，０００円。歳入歳出差引９２２万２，０００

円となっています。水道事業会計決算につきましては、収益的収入及び支出については、

収入総額４億１，６５４万４，０００円。支出総額４億８，３１２万５，０００円。資本 
的収入及び支出については、収入総額２億９５５万８，０００円。支出総額３億７，０１ 
２万２，０００円となっています。収入不足額１億６，０５６万４，０００円は、当該年 
度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、引継金及び当該年度分損益勘定留保資金で 
補填することとしたところです。水道事業会計を除く一般会計、特別会計合わせまして、 
歳入決算額１５０億７，０２３万７，０００円。歳出決算額１４７億４，０５４万３，０ 
００円。歳入歳出差引３億２，９６９万４，０００円となり、一般会計は翌年度へ繰越す 
べき財源、５，２２０万２，０００円を除いた実質収支は、２億９３４万５，０００円と 
なっています。以上、詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明をさせますので、 
よろしくお願いします。 

○柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

○柳川企画財政課長（柳川修司） 議案第６７号平成２９年度邑南町一般会計歳入歳出決算 

の認定について、ご説明申しあげます。決算書をご覧ください。決算書の１ページから８ 

ページまでが歳入歳出決算書ですが、主な項目の説明は事項別明細書において説明いたし 

ますので、ここでは合計額のみ申しあげます。３ページをお開きください。歳入合計でご 

ざいますが、予算現額１１７億８，０５６万２，０００円に対しまして、調定額は１１７ 

億７，１９２万４，３７０円、収入済額は１１６億８，６０７万４，９３８円、不納欠損 

額は３８万５，７５１円、収入未済額は８，５４６万３，６８１円でございます。収入済 

額は前年度に比べ１．４％の減、額にして１億６，４８２万６，５７４円の減額でござい 

ます。続きまして、歳出合計でございます。７ページをお開きください。歳出合計でござ 

いますが、予算額は歳入と同額でございます。支出済額は１１４億２，４５２万７，８１ 

８円、翌年度への繰越額が１億３、９０２万９，０００円、不用額が２億１，７００万５， 

１８２円でございます。支出済額は前年度に比べ０．８％の減、額にして８，８９０万２ 

５８円の減額でございます。歳入歳出差し引き残高は、２億６，１５４万７，１２０円で 

ございます。 

主な項目につきまして事項別明細書で御説明いたしますので、事項別明細書の９ページ 
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をお開きください。主なもののみ説明させていただきます。歳入１款町税でございます。 

町税全体の額でございますが、調定額１０億５，９１１万８，００１円に対しまして、収 

入済額は１０億２，１２３万７，５６８円で、収納率は９６．４％となっており、前年に 

比べ０．５ポイント上がっております。また、不納欠損額は、３７万７，１０１円で前年 

度に比べ１，３８５万２，１８９円の減額。収入未済額は、３，７５０万３，３３２円と 

なっており、前年度に比べ８４１万３，６０１円の増額でございます。１１ページをお開 

きください。２款地方譲与税でございます。調定額及び収入済額は同額で、１億５，１６ 

７万１，０００円でございます。１３ページをお開きください。下から３段目９款地方交 

付税でございます。収入済額は６２億３，７４６万３，０００円で前年度と比べ５．０％ 

の減、額にして３億２，９１８万１，０００円の減額でございます。減額の要因でござい 

ますが、普通交付税は合併算定替の段階的縮減が継続していること、高齢者福祉費の測定 

単位である高齢者人口の減少及び単位費用の減額などによるものでございます。一番下の 

段、１１款分担金及び負担金でございます。調定額１億５，３２４万７，１７５円に対し 

まして、収入済額は１億３，５９９万５，０１６円でございます。収入未済額は１，７２ 

４万３，５０９円となっており、前年度に比べ１，４９７万２，１１２円増額となってお 

ります。１７ページをお開きください。１２款使用料及び手数料でございます。調定額１ 

億６，７１８万４，９７６円に対しまして、収入済額は１億６，６４６万６，２３５円。 

 収入未済額は７１万８，７４１円で、前年度に比べ３３万６００円の減額でございます。 

 ２１ページをお開きください。１３款国庫支出金でございます。調定額７億８，４６８万 

２，５１８円に対しまして、収入済額は７億７，８０９万２，５１８円。前年度に比べ１ 

億２，９３８万１，４３６円の減額でございます。臨時福祉給付金給付事業費補助金及び 

年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業費補助金などの減額が主な要因でございます。 

 ２７ページをお開きください。１４款県支出金でございます。調定額８億９，３９９万１， 

５５１円に対しまして、収入済額は８億８，７１５万７，５５１円。前年度に比べ５，３ 

０５万７，４４６円の減額でございます。携帯電話等エリア整備事業費、整備事業補助金 

の減額などが主な要因でございます。３７ページをお開きください。１５款財産収入でご 

ざいます。調定額及び収入済額は同額で、１，６１３万７，１１６円でございます。前年 

度に比べ１，０３９万４，９８５円の減額でございます。３９ページをお開きください。 

 １６款寄附金でございます。調定額及び収入済額は同額で、２，１３２万９，３３８円で 

ございます。１７款繰入金でございますが、調定額及び収入済額は同額で、２億６，４２ 

０万３，６８８円でございます。前年度に比べ１億２，９３７万３，６８８円の増額でご 

ざいます。財政調整基金の繰入金の増額などが主な要因でございます。４３ページをお開 

きください。１８款繰越金でございますが、平成２８年度からの繰越金で前年度繰越金３ 

億３，７４７万３，４３６円でございます。前年度に比べ１，３６９万９，７４１円の減 

額でございます。１９款諸収入でございます。調定額３億８，０７１万２，５７１円に対 
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しまして、収入済額３億６，４１３万８，４７２円でございます。収入未済額は１，６５ 

７万４，０９９円でございます。４９ページをお開きください。２０款町債でございます 

が、調定額、収入済額同額で１０億７，０１３万１，０００円でございます。町債は、前 

年度に比べ１億８４３万１，０００円の増額となっております。増額分としましては、ネ 

ットワーク構築事業債２，１２０万円、矢上駅改修整備事業債１，８００万円、東光保育 

園改築事業債１，７００万円、西保育所空調設備改修事業債３，５３０万円、ごみ処理施 

設整備事業債１，４２０万円、災害復旧事業債は５，７６０万円増額の６，５１０万円な 

どが主なものでございます。５５ページをお開きください。 

  歳出でございます。ページ数が多いため主な事業のみ説明させていただきます。また、 

経常経費が主な支出内容である事業も説明は省略させていただきます。はじめに、１款議 

会費でございますが、支出済額は９，８３５万６，１８７円でございます。２款総務費で 

ございます。支出済額は１７億７，６６５万５，５８８円でございます。平成２８年度か 

らの繰越明許費の８８万１，０００円は、戸籍住民基本台帳費の個人番号カード事務負担 

金でございます。総務費の主な内容でございますが、次の５７ページをお開きください。 

 右側のページの２５節積立金が２億８，４６８万１，８５５円でございます。内訳でござ 

いますが、備考欄００２一般管理費中、０３財政調整基金管理費での積立金が１，０３０ 

万４，６７９円、５９ページをお開きください。右側のページの備考欄でございますが 

 １６減債基金管理費での積立金が２億６，３５６万４，０２３円、１７ふるさと基金管理 

費での積立金が１，０８０万６，５６１円でございます。６５ページをお開きください。 

 １項総務管理費６目企画費でございます。主な事業としましては、６９ページをお開きく 

ださい。備考欄でございますが、００７邑学館運営費５１７万５９０円、００８矢上高校 

教育振興会補助事業費４５９万８，０００円。７１ページをお開きください。備考欄でご 

ざいますが、０１６まち・ひと・しごと創生総合戦略事業費８，３０３万１３４円、０１ 

７協働のまちづくり事業１９８万２，４６４円などでございます。７３ページをお開きく 

ださい。８目地域振興及び人口定住対策費でございます。主な事業は、右側のページの備 

考欄をご覧ください。００２自治会活動補助費が２，４２７万５，８７０円。７５ページ 

をお開きください。００５自治会館整備事業費が４６９万３，９６０円などとなっており 

ます。７７ページをお開きください。１１目情報政策費でございます。００２電気通信事 

業特別会計繰出金１億６，４８３万５，００円、００５携帯電話等エリア整備事業費２， 

１３５万１，５１７円などでございます。１２目生活交通確保対策事業費ですが、８１ペ 

ージをお開きください。０１５駅・バス停改修整備事業費１，９０４万９，３３７円、８ 

３ページをお開きください。０２１三江線代替交通確保事業１億７９６万３，７６９円な 

どでございます。９３ページをお開きください。３款民生費でございます。支出済額は２ 

５億７，２８４万４，８８８円でございます。１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でご 

ざいますが、在宅福祉事業費などの経常経費が主なものでございます。９５ページをお開 
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きください。備考欄で、００５国民健康保険事業特別会計繰出金が１億５，１７７万５， 

０３００、失礼しました、１億５，１７７万５，０３２円などとなっております。９７ペ 

ージをお開きください。２目社会福祉施設費でございますが、くるみ邑美園指定管理料の 

ほか、くるみ邑美園ウッドデッキ改修事業費３１９万１，４００円などを支出しておりま 

す。１１１ページをお開きください。２項児童福祉費でございますが、児童手当支給事務 

や保育所措置費等の経常経費が主なものでございますが、１１５ページをお開きください。 

 ３目児童福祉施設費で、００１いわみ西保育所空調設備事業費で３，５３９万１，６００ 

円。００５東光保育園改築事業費で１，９８２万２，７７１円などを臨時的経費として支 

出しております。１１７ページをお開きください。３項生活保護費につきましても、主に 

経常経費でございます。１１９ページをお開きください。４款衛生費でございます。支出 

済額は１２億４，４７１万５，５３６円でございます。１項保健衛生費、１目保健衛生総 

務費でございますが、１２１ページをお開きください。００４上水道事業会計繰出金が２ 

億２，３８２万円。００５下水道事業特別会計繰出金（生活排水等）が７，８９６万１， 

０００円。００６直営診療所事業特別会計繰出金２，５５６万８，５２９円などを含んで 

おります。１２３ページをお開きください。２目母子保健費でございますが、００２子ど 

も等医療費の２，５２０万５，５４０円をはじめ、００３不妊治療推進事業費が２１３万 

２４３円、００４妊婦・乳幼児健診費８３１万１，０８０円など子育て支援事業を実施し 

ております。１３１ページをお開きください。８目病院費では、公立邑智病院への繰出金 

３億６４０万６，０００円を支出しております。５款労働費でございます。支出済額は３ 

０３万５，１８６円でございます。１３３ページをお開きください。６款農林水産業費で 

ございます。支出済額は１２億７，３０６万３，２２６円でございます。１３５ページを 

お開きください。１項農業費３目農業振興費でございますが、主な事業としましては、０ 

０１邑南町農林総合事業費が３，３０１万１，０５５円。１３７ページをお開きください。 

 ００３中山間地域等直接支払事業費が２億３，２７９万４，１６４円。００５多面的機能 

支払事業費が１億４，４９３万１，２６６円。１３９ページをお開きください。０１０新 

規就農者支援事業が２，４２７万円。０１１農業担い手育成・確保支援事業費８，２８８ 

万４，４３７円では、就農支援アドバイザーの設置や地域おこし協力隊制度を活用したお 

ーなんアグサポ隊事業を実施しております。１４１ページをお開きください。４目畜産業 

費でございますが、００８畜産クラスター事業費の６６８万５，０００円などが主な事業 

となっております。１４３ページをお開きください。５目農地費でございます。農道維持 

費等経常経費が主なものとなっております。１４５ページをお開きください。００６下水 

道事業特別会計繰出金（農業集落排水）は２億８，９９７万５，０００円でございます。 

 また、０１１県営中山間地域総合整備事業費の１，４９７万９，９９８円もこの目から支 

出しております。１４７ページをお開きください。６目農業基盤整備費でございますが、 

 ００１農地整備事業費で農道和田線の改良負担金１，３００万円。００２県営農道保全事 
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業費で１，９９７万７，０００円などでございます。１４９ページをお開きください。２ 

項林業費２目林業振興費でございますが、００１森林総合・整備機構造林受託事業費１， 

３３６万２５０円のほか、１５１ページをお開きください。００２公社造林受託事業費１， 

４９０万２，８４６円、００３町行造林事業費１，４９８万１，０５５円などでございま 

す。１５５ページをお開きください。７款商工費でございます。支出済額は２億３，６７ 

１万９，３０６円でございます。１項商工費２目商工業振興費でございますが、主な事業 

としましては、００１農林商工等連携サポートセンター事業費８，８１３万５，５２７円 

のほか、１５７ページをお開きください。００２町商工会運営助成事業６５０万円。００ 

５コミュニティビジネス支援事業費７２０万３，０００円などでございます。１６３ペー 

ジをお開きください。８款土木費でございます。支出済額は８億６，３１８万４，１２６ 

円でございます。平成２８年度からの繰越明許費の９，２３７万１，０００円は、道路橋 

りょう費の道路新設改良費が１０路線８，３９８万９，０００円、橋りょう長寿命化事業 

費が８３８万２，０００円でございます。１６５ページをお開きください。１項土木管理 

費３目下水道費の００１下水道事業特別会計繰出金（特定環境保全公共下水道）は１億６， 

５９５万６，０００円でございます。１６９ページをお開きください。２項道路橋りょう 

費３目道路新設改良費でございます。支出済額は２億４，２４１万４，８８９円となって 

おります。町道１８路線の改良工事及び災害防除工事などを行っております。１８１ペー 

ジをお開きください。４項住宅費２目住宅建設費でございますが、順庵原住宅の建設費８ 

千、失礼しました、４，８２４万８，９７１円及び森実住宅の設計費４８４万３２０円で 

ございます。３目住宅政策費でございますが、００１空き家改修事業費で８９８万６，６ 

３５円、００２集落振興対策助成事業で８５５万９８６円、００３賃貸住宅建設補助事業 

で５０７万円などを行っております。１８３ページをお開きください。９款消防費でござ 

います。支出済額は４億４，１９８万４，５３８円でございます。１８５ページをお開き 

ください。１項消防費３目消防設備費でございますが、００５防火水槽設置事業費で１， 

２７８万５，０４０円。００６消防車整備費で２，５２３万８，８０２円などでございま 

す。１８７ページをお開きください。１０款教育費でございます。支出済額は１０億８， 

２８８万６，７４４円でございます。２０１ページをお開きください。２項小学校費２目 

教育振興費の００３子ども笑顔キラキラサポート事業費（小学校）２，５５２万５１７円 

では、小学校の低学年複式支援、学習及び生活支援などの事業を実施しております。その 

ほか、就学奨励費、子ども読書活動推進事業、ふるさと教育推進事業などがございます。 

 ２０３ページをお開きください。３目学校建設費では、石見東小学校校舎改修事業費の７， 

６８２万９，８６９円を支出しております。２０７ページをお開きください。３項中学校 

費２目教育振興費も、就学奨励費のほか、子ども笑顔キラキラサポート事業、子ども読書 

活動推進事業、ふるさと教育推進事業などがございます。２０９ページをお開きください。 

 ４項社会教育費の１目社会教育総務費では、経常的な経費のほか、ふるさと教育事業、結 
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集、しまねの子育て協働プロジェクト推進事業などを実施しております。２１３ページを 

お開きください。２目公民館費の００６公民館改修事業費２，７０９万１，８００円は、 

高原公民館キュービクル改修事業、出羽公民館エアコン改修事業、日貫公民館貯水槽改修 

事業を実施しております。２１７ページをお開きください。５目文化財保護費では、旧山 

﨑家住宅改修事業、久喜大林銀山の発掘調査などを実施しております。２１９ページをお 

開きください。５項保健体育費１目保健体育総務費の００４パラリンピック招致活動費２， 

９４１万５，２９１円ではパラリンピック招致活動のほか、フィンランド共和国交流派遣 

貸付基金の積み立てなどを実施しております。２２１ページをお開きください。１１款公 

債費でございます。支出済額は１７億４，２０３万２，０６３円でございます。１２款災 

害復旧費でございます。支出済額は８，９０５万４３０円でございます。平成２８年度か 

らの繰越明許費７８３万２，０００円は、農地災害復旧事業費でございます。１項農林水 

産施設災害復旧費は、支出済額が５，０９７万７，９８７円でございます。２２５ページ 

をお開きください。２項公共土木災害復旧費は、支出済額が３，８０７万２，４４３円で 

ございます。２２７ページをお開きください。予備費でございます。最終予算額５，９３ 

７万１，０００円のうち５，１６３万７，０００円を、それぞれの費目に充用しておりま 

す。大雪による除雪経費へ２，６８３万１，０００円、豪雨災害による災害復旧費の測量 

設計委託料へ５６４万１，０００円、その他緊急の施設修繕などに充てたものでございま 

す。２ページめくっていただき、最後のページをお開きください。実質収支に関する調書 

でございます。歳入総額が１１６億８，６０７万５，０００円、歳出総額が１１４億２， 

４５２万８，０００円、歳入歳出差引額が２億６，１５４万７，０００円。翌年度へ繰り 

越すべき財源としまして、繰越明許費繰越額が５千２２０万２千円。実質収支額でござい 

ますが２億９３４万５，０００円でございます。以上、地方自治法第２３３条第３項の規 

定により議会の認定に付すものでございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

●山中議長（山中康樹） 議案の説明中ではございますが、ここで休憩に入らせていただきま

す。再開は午前１１時５分とさせていただきます。 

―― 午前１０時４９分 休憩 ―― 

―― 午前１１時０５分 再開 ―― 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。 

○種町民課長（種由美） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 種町民課長。 

○種町民課長（種由美） 議案第６８号、平成２９年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入 

歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。主な項目の説明につきましては、事項別 

明細書で説明させていただきますので、最初に、歳入歳出それぞれの合計額のみ申し上げ 

ます。決算書の１ページ・２ページをお開きください。はじめに、歳入合計でございます 

が、予算現額１６億６，６６５万３，０００円に対しまして、調定額が１６億２，４６６ 
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万７，５６９円、収入済額が１５億９，９６９万９，５６３円、不納欠損額が４３万７， 

７９２円、収入未済額が２，４５３万２１４円でございます。なお、歳入総額につきまし 

ては、前年度と比べ８，２９２万３，１２６円の減額、率にして４．９％の減でございま 

す。続いて、５ページ・６ページをお開きください。歳出合計でございますが、予算現額 

は歳入と同額でございます。支出済額は、１５億６，０４５万７，１５０円で、翌年度繰 

越額は無く、不用額が１億６１９万５，８５０円でございます。なお、歳出総額につきま 

しては、前年度と比べ５，２３３万５，４４６円の減額、率にして３．２％の減でござい 

ます。また、歳入歳出差引残額は、３，９２４万２，４１３円でございます。次に、主な 

項目につきまして事項別明細書でご説明いたします。７ページ・８ページをお開きくださ 

い。 

はじめに、歳入でございます。１款国民健康保険税でございますが、調定額２億６，９ 

２７万３，４８５円に対しまして、収入済額が２億４，４３０万５，４７９円、不納欠損 

額が２人分で４３万７，７９２円、収入未済額は１１０人分で２，４５３万２１４円でご 

ざいます。国民健康保険税全体で、徴収率が９０．７３％、前年度と比べ０．２２ポイン 

ト下がり、収入未済額は前年度と比べ、２１４万４，３２９円の増額、率にして９．５８ 

％の増でございます。次に、９ページ・１０ページをお開きください。４款国庫支出金、 

１項の国庫負担金でございますが、２目療養給付費負担金につきましては、一般被保険者 

の療養給付費のほか、介護納付金、後期高齢者医療支援金に対する３２％の国庫負担金が、 

また、３目高額医療費共同事業負担金につきましては、歳出の高額医療費共同事業医療費 

拠出金の１/４を国が負担するものでございます。４目特定健康診査等負担金につきまし 

ては、特定健診等の保健事業に対して国が１/３負担するものでございます。収入済額は、 

合計で２億７５２万３，１４６円でございます。次に、２項の国庫補助金でございます。 

平成２９年度は、平成３０年度の国保都道府県化に伴う国民健康保険制度関係業務準備事 

業費補助金がございまして、合計９，２７０万７，０００円でございます。次に、５款の 

県支出金の１項県負担金でございますが、８７９万１，５１８円でございます。内訳につ 

きましては、１１ページ・１２ページをお開きください。１目高額医療費共同事業負担金、 

２目特定健康診査等負担金ともに国庫負担金での説明と同様でございまして、それぞれ国 

庫負担金と同額を県が負担するものでございます。次に、２項県補助金でございますが、 

５，１１６万９，０００円交付を受けております。次に、６款の共同事業交付金でござい 

ますが、これは高額な医療費の保険者負担に対する、共同事業による交付金でございます。 

対象医療費の５９％が交付されております。２億９，５２８万２，６８７円の交付を受け 

ております。次に、８款の療養給付費交付金でございますが、退職者の療養給付費から退 

職者分の国保税を差し引いたものが支払基金から交付されます。１，６７４万１，０００ 

円の交付を受けております。次に、９款の繰入金でございますが、１項の基金繰入金につ 

きましては、取り崩しを２６５万３，０００円行っております。続きまして、１３ページ、 
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１４ページをお開きください。２項の他会計繰入金でございますが、１節保険基盤安定繰 

入金及び２節の一般会計繰入金、合わせまして１億５，１７７万５，０３２円で、これは 

前年度と比べ８０６万９２３円の増額でございます。次に、１１款の諸収入でございます 

が、２３１万２，２０５円収入済みでございます。内訳は、延滞金、資格喪失後の受診に 

係る保険給付返還金、交通事故に係る第三者行為償還金でございます。次に、１２款の前 

期高齢者交付金でございますが、平成２９年度の概算分と平成２７年度の確定による精算 

分として、４億５，６５０万７，２０７円でございます。これは、前年度と比べ、４，４ 

０５万６５３円減額となっております。 

続きまして、歳出でございます。１７ページ・１８ページをお開きください。はじめに、 

１款の総務費の１項総務管理費でございますが、人件費、事務費のほか、国保連合会負担 

金、情報システム課負担金など、５，５１０万３，５７８円でございます。続いて、３項 

の運営委員会費でございますが、予備費を３，０００円充用させていただいております。 

これは、公益代表の委員の改選に伴い、委員の報酬は月割りの計算となっており、月割り 

報酬が重複したため、予算不足の対応としてでございます。次に、２款の保険給付費の１ 

項療養諸費でございます。７億９，０７７万３，４０７円支出でございます。次に１９ペ 

ージ・２０ページをお開きください。２目の退職被保険者等療養給付費ですが、不用額が 

３，８５５万１，４６７円でございます。これは、過去３年間の医療費実績を基に医療費 

推計を算出し見込額を予算に計上しておりましたが、医療費実績が予算額を大幅に下回っ 

たものでございます。次に２項 高額療養費でございますが、１億９９０万９，９０５円 

でございます。続きまして、２１ページ・２２ページをお開きください。３項の助産諸費 

の１目 出産育児一時金につきましては、７件で２９４万円、４項の葬祭諸費につきまし 

ては、１８件で５４万円でございます。次に、２３ページ・２４ページをお開きください。 

４款の介護納付金につきましては、５，１４０万３，３９３円でございます。次に、５款 

の保健事業費でございますが、１，７３３万４，４２３円支出しております。主なものと 

しましては、生活習慣病予防を図り医療費の抑制や削減を目指す保健普及事業、また、レ 

セプトのデータ分析に基づき効果的に保健事業を実施することを目的としました国保ヘ 

ルスアップ事業、４０歳から７４歳までの国保加入者に行う特定健康診査事業でございま 

す。次に、２５ページ・２６ページをお開きください。６款の共同事業拠出金でございま 

すが、これは、高額な医療費が急激に増加した場合に保険者の負担を緩和するため行って 

いる共同事業への拠出金でございます。３億３０１万７，４９４円でございます。次に、 

７款の基金積立金でございますが、４，１７４万４，７９６円積み立てしております。続 

いて、２７ページ・２８ページをお開きください。９款の諸支出金でございますが、３， 

４９０万６０２円でございます。なお、予算不足の対応として、補正予算が困難でござい 

ましたので、１目の一般被保険者保険税還付金の一部につきまして、予備費を充用させて 

いただいております。続いて、１０款の後期高齢者支援金等でございます。１億５，１０ 



 - 24 -

４万２，６３１円でございます。２９ページ・３０ページをお開きください。９８款、予 

備費でございますが、先ほどご説明いたしましたように、１款総務費、３項の運営委員会 

費に３，０００円、９款諸支出金、１項の償還金及び還付加算金に３６万８，０００円充 

用させていただいております。最後のページをお開きください。実質収支に関する調書で 

ございますが、歳入総額が１５億９，９７０万円、歳出総額が１５億６，０４５万７，０ 

００円、歳入歳出差引額が３，９２４万３，０００円、翌年度へ繰り越すべき財源はござ 

いませんので、実質収支額は同額の３，９２４万３，０００円でございます。以上でござ 

います。 

続きまして、議案第６９号、平成２９年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計 

歳入歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。決算書の１ページ・２ページをお開 

きください。はじめに、歳入合計でございますが、予算現額５，９３４万５，０００円に 

対しまして、調定額が５，５９２万９，９８９円、収入済額は調定額と同額で、収入未済 

額はございません。なお、歳入総額につきましては、前年度と比べ２５０万１８２円の増 

額、率にして４．７％の増でございます。続いて、３ページ・４ページをお開きください。 

歳出の合計でございますが、予算現額は歳入と同額でございます。支出済額が５，５１１ 

万２４４円、翌年度繰越額はなく、不用額が４２３万４，７５６円でございます。なお、 

歳出総額につきましては、前年度と比べ３７４万６，４８１円の増額、率にして７．３％ 

の増でございます。また、歳入歳出差引残額は、８１万９，７４５円でございます。主な 

項目につきましては、事項別明細書でご説明いたします。５ページ・６ページをお開きく 

ださい。 

はじめに、歳入でございます。１款の診療収入、１項の外来収入でございますが、阿須 

那診療所、井原診療所、日貫診療所の３施設を合わせまして１，４２４万３４円でござい 

ます。前年度と比べ１４８万２，７９９円の減額、率にして９．４％の減収でございます。 

次に、３款県支出金、２項の県補助金でございます。阿須那診療所の医療用機器の更新を 

行いましたので、へき地診療所設備整備事業費補助金として、事業対象額の２分の１の２ 

２２万１，０００円が交付されております。次に、４款 繰入金は、７ページ・８ページ 

をお開きください。２項の他会計繰入金でございますが、１目一般会計繰入金につきまし 

ては、３施設の診療所の運営費補てん分として２，５５６万８，５２９円でございます。 

２目、事業会計繰入金につきましては、国民健康保険事業特別会計の特別調整交付金にへ 

き地直営診療所分が算入されていますので、その算入分の額、８９９万３，０００円でご 

ざいます。次に、６款諸収入、１項雑入でございますが、インフルエンザ予防接種代など

の収入で５３万２，６６５円でございます。款の町債でございますが、２２０万円でござ

います。これは、阿須那診療所の医療用機器更新に伴う医療用機器整備事業債でございま

す。続きまして、９ページ・１０ページをお開きください。 

歳出でございます。はじめに、１款 総務費、１項の施設管理費でございますが、阿須
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那診療所、井原診療所、日貫診療所の３施設の管理費でございまして、合わせまして、４，

７６４万２，４３２円でございます。続いて、１１ページ・１２ページをお開きください。 

２款の医業費でございますが、１款の総務費と同じく３施設の診療所につきまして、診療 

材料費、薬剤費、検査委託費分 合わせて、７４６万７，８１２円でございます。予備費 

の使用はございません。最後のページをお開きください。実質収支に関する調書でござい 

ますが、歳入総額が５，５９３万円、歳出総額が５，５１１万円、歳入歳出差引額が８２ 

万円、翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の８２万円でご 

ざいます。以上でございます。 

続きまして、議案第７０号、平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出 

決算の認定について、ご説明申し上げます。決算書の１ページ・２ページをお開きくださ 

い。はじめに、歳入合計でございますが、予算現額３億７，９９２万３，０００円に対し 

まして、調定額が３億８，５３３万６，９９８円、収入済額が３億８，４３４万３，５２ 

８円で、収入未済額が９９万３，４７０円でございます。なお、歳入総額につきましては、 

前年度と比べ２，００７万１，０２８円の増額、率にして５．５％の増でございます。続 

いて、３ページ・４ページをお開きください。歳出の合計でございますが、予算現額は歳 

入と同額でございます。支出済額が３億７，７８６万４，３５０円、翌年度繰越額はなく、 

不用額が２０５万８，６５０円でございます。なお、歳出総額につきましては、前年度と 

比べ１，５４９万２，８９９円の増額、率にして４．３％の増でございます。また、歳入 

歳出差引残額は、６４７万９，１７８円でございます。主な項目につきましては、事項別 

明細書でご説明いたします。５ページ・６ページをお開きください。 

はじめに、歳入でございます。１款の後期高齢者医療保険料でございますが、１目特別 

徴収保険料は、年金から天引きされるもので、２目普通徴収保険料は、納付書や口座振替 

により直接納付されるものでございます。合わせて、１億９７９万５，８６０円でござい 

ます。なお、保険料全体では、徴収率が９９．１％で、収入未済額は、備考欄をご覧いた 

だきまして、現年度分３１万６，０１０円、及び滞納繰越分７０万３，５４０円、合わせ 

まして、１０１万９，５５０円でございます。これは、２５人分でございます。次に、３ 

款の保健事業委託金でございます。後期高齢者の健康診査を後期高齢者医療広域連合から 

委託されており、２１７万３，３２１円を収入しております。続きまして、４款繰入金、 

１項一般会計繰入金でございますが、２億６千６０８万３千２４６円でございます。次に、 

７ページ・８ページをお開きください。６款 諸収入、２項広域連合納付金でございます 

が、４３９万５２円収入しております。９ページ・１０ページをお開きください。 

歳出でございます。はじめに、１款の総務費、１項の総務管理費でございますが、情報 

システム課負担金ほか事務費が、２８４万１，１１６円でございます。次に、２款の後期 

高齢者医療広域連合納付金でございますが、３億７，２３５万６，０５１円でございます。 

次に、３款の保健事業費でございますが、２１７万３，３２１円支出済でございます。全 
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額、広域連合から事業委託金として収入しております。１１ページ・１２ページをお開き 

ください。４款、諸支出金でございますが、１２万６，９９０円でございます。１目の保 

険料還付金の備考欄をご覧ください。過年度分保険料還付の予算不足の対応といたしまし 

て、補正予算が困難でございましたので、予備費を充用させていただいております。次に、 

９８款、予備費でございますが、先ほどご説明いたしましたように、過年度分保険料の還 

付のため９万７，０００円、４款諸支出金に充用させていただいております。最後のペー 

ジをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が３億８，４３４万 

４，０００円、歳出総額が３億７，７８６万４，０００円、歳入歳出差引額が６４８万円、 

翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は同額の６４８万円でござい 

ます。以上、３会計につきまして、それぞれ地方自治法第２３３条第３項の規定により、 

議会の認定に付すものでございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○川中水道課長（川中栄二） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 川中水道課長。 

○川中水道課長（川中栄二） 議案第７１号、平成２９年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳 

出決算の認定につきまして、ご説明申し上げます。決算書 の１ページをお開きください。 

１ページから４ページまでは歳入歳出の決算書でございます。詳細は事項別明細書で説明 

させていただきますので、ここでは合計額のみを申し上げます。歳入の予算現額は８億５， 

５４４万２，０００円、調定額は８億６，１９３万４，５３３円、収入済額は８億５，９ 

１４万７，９８４円、不納欠損額が１万４，７００円、収入未済額は２７７万１，８４９ 

円でございます。３ページをお開きください。歳出でございますが、予算現額は歳入と同 

額でございます。支出済額は８億４，６７６万５，２７９円、不用額は８６７万６，７２ 

１円でございます。歳入歳出差引残額は１，２３８万２，７０５円でございます。次に決 

算書の内容につきまして、事項別明細書でご説明申し上げます。５ページをお開きくださ 

い。 

歳入でございます。１款、分担金及び負担金の収入済額は６７０万円で、内訳は衛生 

費分担金が２６０万円、農林水産業費分担金が１８０万円、土木費分担金が２３０万円で 

ございます。収入未済額は５９万円でございます。２款、使用料及び手数料でございます。 

調定額１億７，２４０万１，５２４円に対し、収入済額は１億７，０２０万４，９７５円、 

不納欠損額が１万４，７００円、収入未済額は２１８万１，８４９円でございます。これ 

は、生活排水処理、農業集落排水、下水道の使用料等でございます。収納率は９８．７％ 

となっております。７ページをお開きください。３款、国庫支出金でございます。収入済 

額は９６２万６，０００円、これは合併処理浄化槽整備事業に３６２万６，０００円、下 

水道整備事業に６００万円の国庫補助金でございます。６款、繰入金でございます。収入 

済額は５億３，７２９万２，０００円で、内訳は、基金繰入金が２４０万円、下水道事業、 

農業集落排水事業、生活排水処理事業への一般会計繰入金が５億３，４８９万２，０００ 
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円でございます。７款、繰越金は収入済額１，６４３万２，９３３円でございます。９ペ 

ージをお開きください。９款、町債でございます。収入済額は１億１，８８０万円でござ 

います。これは合併処理浄化槽にかかわる生活排水処理事業債、下水道の長寿命化事業に 

かかわる下水道事業債と生活排水処理事業、農業集落排水事業、下水道事業にかかわる資 

本費平準化債でございます。続きまして１１ページをお開きください。 

歳出でございます。１款、衛生費の支出済額は８，７６６万８，４６２円で、１目、生 

活排水処理事業一般管理費は６，６８１万６５９円でございます。主なものといたしまし

て、１１節、需用費が９００万５，９７８円で、浄化槽の電気代と修繕料などでございま

す。１２節、役務費は２，８８６万８，５５２円でございます。これは汚泥引き抜き料、

引き抜き手数料が主なものでございます。１３節、委託料は２，０５４万５，９２０円で、

浄化槽の管理委託料でございます。次に、２目、生活排水処理事業費は２，０８５万７，

８０３円でございます。主なものは、１５節、工事請負費が１，９８２万５，５６０円で、

これは合併処理浄化槽１２基にかかわる設置工事費でございます。２款、農林水産業費で

ございますが、１目、農業集落排水事業一般管理費の支出済額は８，０９５万２，６３６

円でございます。主なものは１１節、需用費が３，４０５万１９０円で、これは処理施設

の電気代と修繕料が主なものでございます。１２節、役務費は１，３７４万６，４１０円

で、汚泥引き抜き手数料が主なものでございます。１３節、委託料は１，９９６万７，７

３７円で、処理場の管理委託料でございます。１３ページをお開きください。３款、土木

費の支出済額は１億７４６万６，８９４円で、１目、下水道事業一般管理費の支出済額は

９，０６９万６，６５４円でございます。主なものといたしまして、１１節、需用費が１，

２９３万９，０７１円で、これは処理施設の電気代と修繕料が主なものでございます。１

３節、委託料が３，２５４万７，４６０円で、処理施設等の管理委託料が主なものでござ

います。２７節、公課費は６１６万３，６００円で消費税でございます。２目、下水道整

備費の支出済額は１，６７７万２４０円で、１３節、委託料は、機器更新の実施設計費及

び矢上地区下水道事業の計画変更業務でございます。１５節、工事請負費は、石見浄化セ

ンターの機器更新に伴う工事費でございます。１５ページをお開きください。４款、基金

積立金は７０９万３，６８５円でございます。５款、公債費は５億６，３５８万３，６０

２円でございます。償還元金は４億５，７８０万１，４７７円、償還利子は１億５７８万

２，１２５円でございます。９８款、予備費の充用はございません。最後のページをお開

きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が８億５，９１４万８，００

０円、歳出総額は８億４，６７６万５，０００円で、歳入歳出差引額また実質収支額とも、

１，２３８万３，０００円でございます。以上、地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、議会の認定に付するものでございます。よろしくお願いいたします。 

○服部総務課長（服部導士） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹）  服部総務課長。 
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○服部総務課長（服部導士） 議案第７２号、平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計歳入 

歳出決算の認定について、ご説明いたします。決算書の１ページをお開きください。１ペ 

ージから４ページまでが歳入歳出の決算書でございますが、主な事業の項目につきまして 

は、事項別明細書でご説明いたしますので、ここでは総額のみを申し上げます。歳入でご 

ざいますが、予算現額４億８，２８７万３，０００円、調定額４億８，６１３万３，５６ 

０円、収入済額４億８，５０４万９９５円、不納欠損額が３万１，３８３円、収入未済額 

が１０６万１，１８２円でございます。３ページ４ページをお開きいただき、歳出でござ 

います。予算現額は歳入と同額、支出済額４億７，５８１万８，６１８円、不用額７０５ 

万４，３８２円、歳入歳出差引残額は９２２万２，３７７円でございます。続きまして、 

事項別明細書で主なものをご説明いたします。 

５ページ、６ページをお開きいただき、歳入でございます。１款の分担金及び負担金の 

情報通信施設負担金が４３９万８，３６０円でございます。これは新規の施設加入負担金

と引き込み工事負担金でございます。次に、２款の使用料及び手数料でございますが、使

用料の通信、情報通信施設使用料は基本チャンネルの利用料やインターネットの利用料な

どで、手数料と合わせ合計で２億３，７０２万２，９２６円でございます。次に、７ペー

ジ、８ページをお開きいただき、中ほど６款の繰入金でございます。基金繰入金が６，３

７０万７，０００円、一般会計繰入金が１億６，４８３万５，０００円、合計で２億２，

８５４万２，０００円となっております。次に、８款諸収入の雑入でございますが、全体

で４６４万８，２６１円となっております。この主なものですが、９ページ、１０ページ

をお開きいただき、ＮＨＫの団体一括手数料、災害等の保険給付金、工事などの支障移転

に係る補償費などでございます。次に、１１ページ、１２ページをお開きいただき歳出で

ございます。１款総務費の電気通信事業一般管理費でございますが、２億６，２３３万６，

０１４円となっております。この主なものは、まず、１３節の委託料がインターネットと

ＩＰ電話に係るサービス業務委託、各種機器等の保守料と、おおなんケーブルテレビへの

業務委託などで、総額１億１，８７４万７，６５２円、１４節の使用料及び賃借料がサー

バー等機器のリース料、ＩＰ電話回線の使用料、ＮＨＫの受信料などで、総額９，６１７

万８，４４１円、１５節の工事請負費が支障移転工事などで、総額１，５２３万３，８２

８円、２７節の公課費が消費税などで、１，１０９万７，８００円でございます。なお、

予備費の充用をさせていただいております。中身は雪害対策、あるいはシェルターの空調

機器の故障などに充てたものでございます。次に、１３ページ、１４ページをお開きいた

だき、３款の基金積立金でございますが、２，２３７万７，２９２円積み立てております。

次に、４款の公債費でございますが、元気な地域づくり交付金の補助残の借入金などの元

利償還金として、１億８，５８１万３，３１２円でございます。最後のページをお開きく

ださい。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が４億８，５０４万１，０００

円、歳出総額が４億７，５８１万９，０００円、歳入歳出差引額が９２２万２，０００円
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でございまして、実質収支額は同額となっております。以上、平成２９年度邑南町電気通

信事業特別会計歳入歳出決算の認定につきまして、地方自治法第２３３条第３項の規定に

より議会の議決を求めるものでございます。 

○川中水道課長（川中栄二） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹）  川中水道課長。 

○水道課長川中水道課長（川中栄二） 議案第７３号、平成２９年度邑南町水道事業会計決算 

の認定につきまして、ご説明申し上げます。１ページをお開きください。収益的収入及び 

支出についてでございます。なお、金額は、消費税込の表示となっております。収入につ 

きましては、決算額４億１，６５４万４，２５３円でございます。主なものといたしまし 

ては、営業収益が、水道料金で営業外収益は、他会計補助金、長期前受金戻入でございま 

す。次に支出でございますが、決算額４億８，３１２万４，９９１円でございます。主な 

ものといたしましては、営業費用が運転管理費、減価償却費、職員給与費で、営業外費用 

は企業債の利息と消費税でございます。２ページをお開きください。次に資本的収入及び 

支出ついてでございます。収入につきましては、企業債、国庫補助金、他会計補助金で決 

算額２億９５５万８，０００円でございます。支出につきましは、決算額が３億７，０１ 

２万２，２１５円で、主なものといたしましては、口羽、瑞穂東、矢上地区基幹改良事業 

の建設改良費と企業債の償還金でございます。なお、収支で不足する額、１億６，０５６ 

万４，２１５円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、２９３万４，４９ 

４円、引継金、３，９０７万７，１６８円、当年度分損益勘定留保資金１億１，８５５万 

２，５５３円で補填しております。３ページをご覧ください。損益計算書でございます。 

１ページ及び２ページの予算比較書以外はすべて消費税抜きでお示ししております。第１ 

項の営業収益は２億１，１０１万４，７１１円で、第２項の営業費用が３億９，７８９万 

４，２１６円となり、営業損失は１億８，６８７万９，５０５円でございます。次に第３ 

項の営業外収益は１億８，８６２万１，７４３円で、第４項の営業外費用が６，６１７万 

２，２８４円となりましたので、営業損失額から営業外利益を差引きし、６，４４３万４ 

６円の経常損失でございます。また、第５項の特別損失が５０８万５，１８６円となりま 

したので、当年度純損失が６，９５１万５，２３２円となりました。この、主な要因とし 

ましては、営業費用の内、減価償却費の占める割合が３分の２と非常に高いこと、また、 

今年度は５０８万５，１８６円の特別損失を計上しているためでございます。続きまして、 

４ページに剰余金計算書、５ページに剰余金処分計算書を載せておりますが、今回剰余金 

は、処分は行わず、全額、翌事業年度に繰り越すこととしております。６ページをお開き 

ください。貸借対照表でございます。まず、資産の部でございますが、第１項、固定資産 

は５９億７，４５７万７,３８９円となります。第２項、流動資産は７，３１７万４，６ 

８７円となり、資産の部の合計で６０億４，７７５万２，０７６円となります。７ページ 

をご覧ください。続きまして、負債の部でございますが、第３項、固定負債の合計が３０ 
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億４１２万８，４２９円、第４項、流動負債の合計が２億８，７７４万８，０１４円、第 

５項、繰延収益は固定資産の取得にかかわる補助金等を長期前受金として処理しており、 

繰延収益合計が１２億２，３３５万４４６円となり、負債の部の合計額は４５億１，５２ 

２万６，８８９円でございます。続きまして、資本の部でございます。第６項、資本金が、 

１６億１９６万８，４７５円で、第７項、剰余金の合計はマイナス６，９４４万３，２８ 

８円となります。よって、資本の合計では１５億３，２５２万５，１８７円となり、負債 

資本合計で６０億４，７７５万２，０７６円となっております。９ページ以降は決算付属 

書類を添付しておりますので、ご参照いただきたいと存じます。以上、地方公営企業法第 

３０条第４項の規定により、議会の認定に付するものでございます。よろしくお願いいた 

します。 

～～～○～～～ 

（決算審査の報告） 

●山中議長（山中康樹） 続きまして、監査委員から、平成２９年度邑南町各会計歳入歳出決 

算審査意見書が提出されております。審査結果について、監査委員からの報告を求めます。 

○森脇代表監査委員（森脇義博） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 森脇代表監査委員。 

○森脇代表監査委員（森脇義博） えぇ、まずはじめに平成２９年度邑南町水道事業会計を除 

く各会計の決算審査を行います、報告を行います。これは、去る７月１８日に町長から審 

査に付されたものでございます。審査にあたりましては、決算の数値が正しいかはもちろ 

んですが、町の財政状況がどのような状況にあるか、平成２９年度の事業の成果がどうで

あったか等を念頭に置いて話を聞かせてもらい審査を行いました。意見書に従いまして、

主なところを説明させていただきます。意見書は千円単位で作成しております。１ページ

をお開きください。 

審査の対象は、平成２９年度の一般会計と五つの特別会計、それに付属書類です。前年

度までありました簡易水道特別会計は、今年度から地方公営企業法適用の企業会計に移行

しております。審査の期間は、７月２６日から８月１６日までの実質１６日間です。審査

の方法は、審査に付された決算報告書に基づき計数を確認するとともに、その会計処理が

適正、確実に行われたかどうかを検証するため、会計帳票及び関係書類の照合審査を実施

いたしました。審査の結果は、いずれも決算計数に相違なく、適正に執行されたものと認

めました。詳細は以下のとおりでございます。２ページをご覧ください。 決算の概況で

すが、平成２９年度は当初予算編成の重点項目に目指せ町民が主役の地方創生、これを掲

げ事業が行われました。大きな課題として、ＪＲ三江線廃止後の生活交通確保と地域の活

性化、日本一の子育て村構想の更なる推進、安心安全のまちづくりなど、町民の生活に直

結した事業展開の一年であったろうと思います。決算の状況でございます。全会計の予算

と決算の集計金額です。前年度の平成２８年度に簡易水道会計の決算が含まれていますの
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で、これを除いた比較で歳入総額において１．４％、歳出総額で０．７％のいずれも僅か

な減少となっています。下の表は、合併後の平成１７年度と現在を比較した借金と貯金の

状況です。３ページでございます。ここからは普通会計でございますが、普通会計として

扱われている一般会計と電気通信事業特別会計のそれぞれの状況でございます。一般会計

の歳入歳出とも総額は、対前年度比僅かに減少です。また、電気通信事業特別会計の決算

状況は、この表のとおりであります。この電気通信事業は、近年の異常気象による災害が

多い中で、相互通信や情報収集の面で更なる町民の利便性やニーズに応えられるサービス

の提供を期待するものでございます。５ページをお開きください。普通会計の総額です。

一般会計と電気通信事業特別会計の操出、繰入れ等のダブり部分を控除した決算状況でご

ざいます。決算状況の全体像は上の表のとおりで、実質収支は黒字となっていますが前年

度からの繰越金が多かったため、単年度収支は赤字となっています。財政指標等の状況で

ございます。標準財政規模が、前年度より１億７，０１１万８，０００円減少しています。

主な要因は、平成２７年度から始まった普通交付税の算定替えの漸減によるものでありま

す。経常収支比率は、普通交付税の減少があったものの公債費の減少等で０．５ポイント

改善して、９４．１ポイントとなっております。積立金現在高は、前年度の決算剰余金を

減債基金に積み立てたことと、新しく三江線代替交通確保事業推進基金を創設して積み立

てたことなどにより、６，４３０万６，０００円増えております。また、地方債の現在高

は７億５，３２０万４，０００円減少していますが、起債発行制限や償還が終了したもの

が多いためです。経常収支比率の改善、積立金現在高の増、起債残高の減と良い方向であ

ると思っております。６ページ、歳入の状況でございます。自主依存財源の状況です。歳

入総額は、対前年度比１．１％、額で１億３，６０７万７，０００円減少しています。審

査意見としまして、自主財源は対前年度比増加、依存財源が減少したという良いことでご

ざいますが、依然として自主財源の構成比が２割強で引き続き地方交付税を主とする依存

財源に頼る体質に変わりはなく、一層のきめ細かな財政運営が望まれるところでございま

す。７ページ、支出の状況で、性質別経費でございます。歳出総額は、対前年度０．５％、

額で５，９２６万６，０００円の減少でございます。特徴といたしまして、維持補修費が

今期の除雪費などで増加となっています。また、企業会計となった水道事業会計への操出

金を昨年度とは違って補助費に振替てあるため、操出金が減少、補助費が増加しておりま

す。８ページは歳出の目的別でございます。特に大きな申し上げることはございません。

それから、飛びまして、１０ページをご覧ください。財産の管理状況です。平成２９年度

中に取得、減少した主な財産の土地、建物は下記のとおりとなっております。なお、固定

資産台帳の整備が進められまして、今までの公有財産台帳との違いが若干判明したものが

ございます。これは調整されております。また、地上権ほか下記のもについては大きな変

動は無く、証券などは適切に管理されていました。まとめた表が１２ページでございます。

１３ページは現地踏査の状況です。平成３０年８月１日、２事業２か所を現地踏査いたし
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ました。いずれの事業もそれぞれの目的に応じて適切に執行されておりました。１４ペー

ジは、普通会計全般の審査意見と財政状況についてでございます。まず、財政状況でござ

います。平成２７年度から始まった普通交付税の合併算定替の漸減が３年目となり、減額

により標準財政規模が縮減となりました。また、経常収支比率も一般財源収入の主となる

普通交付税の減少により、経常一般財源支出で公債費が減少した額が多かったことで０．

５％改善しております。また、地方債残高は年々減少していることや、積立金は今年度増

額ができまして、現時点におきましては財政に支障が無いものと思っております。未収金

は、徴収努力にもかかわらず今年度増えました。今後もきめ細かい対応を望むところです。

イの財務事務について、予算の流用、予備費の充用ともにやむを得ない事情があったもの

で、規定の範囲で適正に扱われていました。不用額については、普通会計で２億２，４０

６万円となっていますが、特に事業の執行を怠ったものではございませんでした。それか

ら、人事管理では、平成２９年度末をもって職員の派遣が解消されております。評価すべ

きものだと思っております。カの危機管理につきまして、近年の異常気象などにより、急

に大きな災害が想定されます。避難所の備蓄品等、しっかり備えが必要だと思っておりま

す。 

１６ページをお開きください。ここからは、公営企業会計の審査でございます。まず、

国民健康保険事業特別会計です。決算の概況はこの表のとおりで、歳入歳出差引は、３，

９２４万２，０００円の黒字となっていますが、前年度の繰越金が多かったため単年度収

支は赤字となっております。繰越金の大きな変動要素は、前期高齢者交付金において実績

勘案の当年度概算金と以前の今年の清算金が変動しておりますため、この額が毎年大きく

違うことです。審査意見としまして、特に医療費の抑制には日頃からの検診による病気予

防が大切なことは当然です。保健事業について、被保険者の特性に応じたきめ細かな事業

を引き続き展開してほしいと思います。１７ページの国民健康保険直営診療所事業特別会

計は、以下のとおりでございます。身近な地域医療は、多少金が掛かるかもしれませんが

守っていってほしいと思います。１８ページ、後期高齢者医療事業特別会計は、以下のと

おりでございます。１９ページ、下水道事業特別会計は、以下のとおりとなっております。

下水道の普及率が全国的に高い水準となっていることは評価をしております。今後、公共

下水道の接続地域の拡大も計画されていますので、維持管理も高額になります。管理方法

も検証しながら推進されたいと思います。 

●山中議長（山中康樹） 審査意見書の途中ではございますが、ここで休憩に入らせていただ 

きます。再開は、午後１時１５分とさせていただきます。 
―― 午前１２時０３分 休憩 ―― 
―― 午後 １時１５分 再開 ―― 

●山中議長（山中康樹） 再開をいたします。引き続き、監査委員からの報告を求めます。 

○森脇代表監査委員（森脇義博） 議長、番外。 
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●山中議長（山中康樹） 森脇代表監査委員。 

○森脇代表監査委員（森脇義博） ２１ページからでございます。これは、あのぉ、健全化法 

に基づく審査意見書でございます。健全化の判断比率は、以下の表の１から４の四つの比

率でございます。過去からの状況も表のとおりでございます。個別の意見を申し上げます。

１の実質赤字比率、２の連結実質赤字比率については、ともに実質収支の赤字がありませ

んので該当する数字はございません。３の実質公債費比率でございますが、改善してきて

おります。これは平成１８年度から行っている記載の計画的発行の効果だろうと思います

が、計画外の発行である豪雨災害に係る災害復旧事業債の元利償還金が平成２８年度から

始まっているため、基準財政需要額への算入等を含め、比率の動向に注意されたいと思い

ます。また、平成２７年度から始まっている市町村合併における交付税の特例措置の減額

は、分母を押し下げることになるため今後の財政運営に気を付けていただきたいと思いま

す。４の将来負担比率は平成２９年度１０９．０％で、平成２８年度算定分と比較して１

３．５ポイント改善しております。これは、分子における地方債現在高などが減少したた

めであります。早期健全化基準の３５０．０％は下回っておりますが、全国市町村平均の

３４．５％と比較した場合には、高い数字となっております。是正改善を要する事項です

が、昨年度に続き実質公債費比率、将来負担比率とも改善しております。いずれも分子対

分母の比率で、分子を構成する大きな要素は、実質公債費比率は地方債の元利償還金、将

来負担比率は地方債現在高であり、その増減は長期にわたっての財政運営の結果でありま

す。災害復旧事業が一応終了したものの、財源となった起債の償還はこれから本格化する

ため、将来世代の負担を軽減させるためにも適切な起債発行に努められたいと思います。

また、分母となる標準財政規模は、平成２７年度から地方交付税の漸減が始まっており、

来年度以降もさらに小さくなっていく見込みであります。適切な財政計画の立案及びその

計画に沿った財政運営が必要と考えます。 

２２ページの平成２９年度下水道事業特別会計経営健全化審査意見書、及び２３ペー

ジ、平成２９年度水道事業会計経営健全化審査意見書につきましては、いずれも資金不足

がございませんので、該当する数字はございません。 

次に２４ページは、地方自治法第２４１条第５項に基づく基金運用状況審査意見書でご

ざいます。平成２９年度からフィンランド共和国交流派遣貸付基金が新たに出来て、審査

の対象は七つの定額運用基金でございます。２６ページに一覧表も付けております。審査

の内容及び意見は、以下のとおりでございますが、特にせっかくある基金で利用者の無い

ものがあるのは多少気になるところでございます。制度の周知、また地区別戦略貸付基金

などは掘り起こしも必要ではないかと思います。 

最後に２７ページ、決算審査のまとめでございます。平成２９年度においては、町民の

生活に直結した様々な事業が実施されました。そして引き続き、日本一の子育て村構想の

一層の推進や新たな組織としてしごとづくりセンター、食と農の人材育成センターなどを
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立ち上げ全国的にも注目されております。このような中にあって、決算状況において財政

指標等の状況や財政健全化判断比率は、先ほど触れましたように順調に健全化に向かって

いると考えます。これは、限られた財源の中で起債発行制限やシーリング、交付税の参入

につながる事業選択等、工夫を凝らした予算編成、これをもとにした事業展開があったか

らだと思います。努力を大いに評価するところでございます。しかし、今後も大きな災害

等、想定しない財政需要も考えられます。依存財源が大きい本町では、普通交付税の動き

が気になるところです。特例措置の漸減期間が今後２年予定されていることを踏まえ、今

後の財政運営には引き続き気をつけられたいと思います。誰もが望む特徴を持ったまちづ

くりに向けて、選択しながら進めて行っていただきたいと思うところです。また、公共施

設等総合管理計画が着実かつ早期に進められることを望んで決算審査の報告を終わりま

す。 

それから次に、平成２９年度邑南町水道事業会計の決算審査報告を行います。昨年度ま

で簡易水道事業特別会計でしたが、今年度から地方公営企業法を適用した事業会計として

スタートしております。去る６月４日に町長から、地方公営企業法第３０条第２項の規定

により、審査に付されたものでございます。意見書に従いまして、主なところを説明さし

ていただきます。 

１ページをお開きください。審査の対象は、平成２９年度の水道事業会計決算、並びに

証書類、それに決算について作成された書類などです。審査の期間は６月２８日から７月

１７日まで、実質１３日間です。審査の方法は、審査に付された決算書類が法に準拠し、

関係帳票等と合致しているか、予算の執行及び事業の経営が適正かつ効率的に行われたか

を主に実施いたしました。審査の結果は、決算書類は関係法令に準拠して、いずれも適正

に作成され、計数は正確であり、また、事業の経営成績及び財政状態を適正に表示してい

ると認めました。詳細は以下のとおりでございます。 

２ページでございます。以下、今年度の決算の状況を説明いたします。１の経理につい

ては、営業に係る活動を損益取引、いわゆる収益的収支、これと営業活動以外における資

本の増減を資本取引、資本的収支として明確に区分する発生主義、複式簿記を採用してい

ます。２の対予算との執行状況で、まず、かっこの１の営業活動で発生する損益取引を見

た収益的収入及び支出は下の表のとおりです。収益は水道料金が主で２７５万円の増収、

費用は５１５万７，０００円の不用額となっています。これは職員手当、支払利息等が主

なものです。３ページ、かっこの２の将来の設備投資に係る資本的収入及び支出は、中ほ

どの表のとおりで、ほぼ予算どおりの執行となっています。収入が支出に対して不足する

額１億６，０５６万４，０００円は、当年度分損益勘定留保資金や引継金等で補填されて

おります。下の方、かっこの３の収支状況ですが、いわゆる損益計算書でございます。金

額等は４ページの表にしてありますが、営業収益と営業外収益を加えた総収益が３億９，

９６３万７，０００円に対して、営業費用と営業外費用の総費用が４億６，４０６万７，
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０００円で、経常損失が６，４４３万円となっています。これに特別損失５０８万５，０

００円が加わって、当年度の純損失は６，９５１万５，０００円となったところです。次

にかっこの４，その他の事項として、ア企業債は、今年度新たな借入が１件ありまして、

本年度末借入残高は、３２億６，２２８万４，０００円となっています。イ一時借入金、

ウ流用は特に該当はございません。エ他会計補助金が一般会計から２億２，３８２万円あ

り、それぞれ目的に沿って充当されているところです。オのキャッシュフロー計算書は、

事業活動を行っていく上で純粋な現金の増減を表したもので、６ページの中ほどでござい

ます。平成２９年度の資金は、１，２０４万３，０００円増加いたしました。カ水道料金

の収納状況は、この表のとおりで収納率が９０．８％となっています。キの給水停止の措

置状況は該当ございませんでした。次に３の業務の状況でございます。かっこの１、平成

２９年度の給水状況ですが、給水戸数４，２４２戸、給水人口９，３６６人で年間排水量

に対する給水量を見た有収率は、７１．８％となっています。これは昨年度に比べると下

がっていますが、この冬の本管等の漏水被害が考えられるところでございます。７ページ、

２の建設改良事業の状況は、現在３か所の簡易水道で基幹改良事業を実施しており、平成

２９年度は４工区で配水管の敷設等が実施されました。４の財政状態についてです。いわ

ゆる年度末の貸借対照表になります。資産合計が６０億４，７７５万２，０００円、負債

合計は４５億１，５２２万７，０００円、資本合計は１５億３，２５２万５，０００円と

なっています。特に負債の中に、繰延収益が１２億２，３３５万１，０００円あります。

これは従来、補助金を受けて取得した資産は、補助金部分を減価償却しないみなし償却制

度でしたが、これが廃止されてフル償却制度となったため、これの償却する補助金部分の

償却額を全額全て長期前受金として負債に計上し、以後毎年減価償却にあわせて長期前受

金戻入として収益化していくものでございます。資本は欠損が生じたため、期首より減少

しているところでございます。 

最後に８ページ、審査意見です。地方公営企業法を適用して事業会計初年度として、ま

ぁ、よく言われるデータで有収率、これは７１．８％、料金を改定したところでの供給単

価充足率は５０．６％、水道料金の収納率は９０．８％でした。諸条件の中での結果であ

り、次年度以降はこれがある程度もとになっていくんではないかと思います。決算額とし

て、営業損失が１億８，６８８万円発生しています。一般会計からの補助金を充当しても、

経常損失が６，４４３万円、これに特別損失を加えて純損失は６，９５１万５，０００円

となっています。これは、本冬期における雪害費用も加わり損失を大きくしているところ

でございます。従来の施設設備を引き継いで企業会計という会計の中で減価償却費を算入

すべく、これが多額を占めることや町内の地理的地形的条件から、長い管路による維持管

理費などの増大などで損失がでることはスタート時点、ある程度やむを得ない面があると

思います。しかし、これからも資産は老朽化し、これの補修更新も多額に上り、また給水

人口の増加はなかなか見込めないため、経営状況はさらに厳しくなると思います。できる
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だけ給水人口の増加につながる緻密な取り組みとともに、施設設備の更新は従来の旧行政

範囲の施設にこだわらず、新たな供給範囲に向けて計画されるなど、将来にわたって安全

で良質な水道水を安定的に供給されるよう望んで決算審査の報告を終わります。以上でご

ざいます。 

●山中議長（山中康樹） 以上で、監査委員からの、決算審査結果の報告は終了しました。 

～～～○～～～ 
（議案第７４号～議案第７６号） 条例の一部改正 

●山中議長（山中康樹） 引き続き、提案理由の説明を求めます。 
○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） 議案第７４号から議案第７６号までの提案理由をご説明申し上げ 
ます。まず、議案第７４号、邑南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め 
る条例の一部改正についてでございますが、これは、家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める厚生労働省令の一部改正に伴う改正でございます。次に、議案第７５

号、邑南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

についてでございますが、これは、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める厚生労働省令の一部改正に伴う改正でございます。次に、議案第７６号、邑南町

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部改正につい

てでございますが、これは、子ども・子育て支援法施行令の一部を改正する政令に伴う改

正でございます。以上詳細につきましては、福祉課長から説明させますのでよろしくお願

いします。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

○沖福祉課長（沖幹雄） 議案第７４号、邑南町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基 

準を定める条例の一部改正についてご説明いたします。今回の改正は、家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める省令の一部改正に基づく改正でございます。具体的

には、新旧対照表をご覧いただきたいと思います。新旧対照表の１ページから２ペ－ジの

前半につきましては条文整理でございます。２ページの後半からでございますが、第６条

に第２項、第３項を新設するものでございます。これは、現行では家庭的保育事業等を行

う場合、代替保育のできる連携施設を確保しなければならないことになっておりますが、

これらの条項の新設によりまして、条件を満たす場合には、この義務を緩和するものでご

ざいます。３ページの終わりの部分からですが、第１６条第２項に第３号を新設するもの

でございます。これは家庭的保育事業等に対する食事の提供の特例に係る外部搬入施設の

拡大を規定するものでございます。続いて、５ページでございますが、附則第２条に第２

項を新設するものでございます。これは家庭的保育事業に対する事業所内調理に関する規
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定の適用猶予期間の延長を規定するものでございます。条例改正文の方に戻っていただき

まして、附則で、施行日は公布の日からとするものでございます。 

次に議案第７５号、邑南町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正についてご説明いたします。今回の改正は、放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準を定める省令の一部改正に基づく改正でございます。具体的に

は、新旧対照表をご覧いただきたいと思います。第１０条第３項第４号の改正は、現行で

は、学校教育法の規定により、学校の教諭となる資格を有する者を放課後児童支援員の基

礎資格として規定しているところですが、これを、教育職員免許法第４条に規定する免許

状を有する者とするものでございます。これは免許状を取得したことがある者であれば、

更新を受けていない場合でも放課後児童支援員の基礎資格を有するものであることを明

らかにする趣旨でございます。また、同じく第３項第１０号において、放課後児童支援員

の要件について、５年以上放課後児童健全育成事業に従事したものであって、町長が適当

と認めたものを新設するものでございます。条例改正文の方に戻っていただきまして、附

則で、施行日は公布の日からとするものでございます。 

次に議案第７６号、邑南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に 

関する条例の一部改正についてご説明いたします。今回の改正は、子ども・子育て支援法

施行令の一部改正及び子ども・子育て支援法施行規則の一部改正に基づく改正でございま

す。地方税法上の寡ふ控除は婚姻を前提としておりますが、保育料等の算定にあたって、

未婚のひとり親についても同様の扱いとするものでございます。具体的には、新旧対照表

をご覧いただきたいと思います。１ページをご覧ください。別表第１項は、教育に係る利

用者負担額を定めたものでございますが、その備考に第２号として傍線部を加えるもので

ございます。具体的には、未婚のひとり親について、地方税法第２９２条第１項第１１号

に規定する寡婦、ふというは婦女子の婦です。または、同項第１２号に規定する寡夫、ふ

は夫という字です。とみなして、利用者負担額の階層区分を決定する際に用いる市町村民

税額を計算するための特例を設けるものでございます。続いて、２ページの別表第２項に

つきましては保育料を定めるものでございますが、これにつきましても備考欄に同様の規

定を追加するものでございます。条例改正文の方に戻っていただきまして、附則は、附則

で、施行日は公布の日からとするものでございます。 

以上３議案につきまして、それぞれ、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議 

決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

～～～○～～～ 
（議案第７７号～議案第８２号） 補正予算 

○石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 石橋町長。 

○石橋町長（石橋良治） 議案第７７号から議案第８２号までの提案理由をご説明申し上げ 
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ます。まず、議案第７７号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第３号は、歳入歳出そ

れぞれ４億１，０４２万６，０００円を追加するものでございます。次に、議案第７８号、

平成３０年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ３，

５１１万８，０００円を追加するものでございます。次に、議案第７９号、平成３０年度

邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第３号は、歳入歳出それぞれ１８万

４，０００円を追加するものでございます。次に、議案第８０号、平成３０年度邑南町後

期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号は、歳入歳出それぞれ１７４万５，０００円を

減額するものでございます。次に、議案第８１号、平成３０年度邑南町下水道事業特別会

計補正予算第２号は、歳入の組替えでございます。次に、議案第８２号、平成３０年度邑

南町電気通信事業特別会計補正予算第１号は、歳入歳出それぞれ１，１４９万７，０００

円を追加するものでございます。以上、詳細につきましては、それぞれ、担当課長から説

明させますのでよろしくお願いいたします。 

○柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹）  柳川企画財政課長。 

○柳川企画財政課長（柳川修司） 議案第７７号、平成３０年度邑南町一般会計補正予算第３ 

号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳入歳出

予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ４億１，０４２万６，０００円を追加いた

しまして、歳入歳出予算の総額を１２０億６２４万３，０００円とするものでございます。 

歳入歳出予算補正の款項の区分及び金額につきましては、２ページから３ページの第１表

歳入歳出予算補正に記載しております。詳細につきましては、後ほど予算に関する説明書

の事項別明細書で説明させていただきます。第２条の地方債の補正がございます。５ペー

ジをお開きください。第２表地方債補正でございます。追加分としまして、道路維持車両

整備事業債は、道路維持車両更新による追加、現年発生農地小災害復旧事業債、現年発生

農業用施設単独災害復旧事業債、現年発生林道小災害復旧事業債及び現年発生林道単独災

害復旧事業債は、本年７月に発生しました豪雨災害の災害復旧事業に係るものでございま

す。変更分としまして、東光保育園改築事業債は、４４０万円追加の１億１，３２０万円

に、道路改良舗装事業債は、１００万円減額の５，４３０万円に、公営住宅建設事業債は、

４５０万円追加の５，４７０万円に、現年発生農地補助災害復旧事業債は、３，８１０万

円追加の４，７６０万円に、過年発生農地補助災害復旧事業債は、５５０万円追加の７０

０万円に、現年発生農業用施設補助災害復旧事業債は、６５０万円追加の１，３６０万円

に、過年発生農業用施設補助災害復旧事業債は、１５０万円追加の１８０万円に、過年発

生農業用施設単独災害復旧事業債は、３８０万円追加の１，５１０万円に、現年発生林道

補助災害復旧事業債は、１，８６０万円追加の２，５９０万円に、現年発生公共土木施設

災害、失礼しました、現年発生公共土木施設補助災害復旧事業債は、１６０万円追加の２

１０万円に現年発生公共土木施設単独災害復旧事業債は、３，５５０万円追加の４，１４
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０万円に、林地崩壊防止事業債は、２２０万円追加の６１０万円に、臨時財政対策債は、

発行可能額の確定に伴い１，７７０万６，０００円減額の２億６，４０５万２，０００円

に限度額をそれぞれ変更するものでございます。これにより、地方債の限度額の合計を、

１５億４，１６５万２，０００円とするものでございます。 

１枚めくっていただきますと、予算に関する説明書となっております。表紙をめくって

いただきますと事項別明細書となっております。１ページから３ページは総括表となって

おりますので説明に合わせてご確認ください。説明の方は４ページからさせていただきま

すので４ページをお開きください。はじめに、歳入でございます。主なものを説明させて

いただきます。９款地方交付税１項地方交付税でございますが、７月２４日の交付決定に

より普通交付税を４，３２１万７，０００円の減額とするものでございます。１１款分担

金及び負担金１項分担金でございますが、６目農林水産業費分担金のうち１節農業費分担

金は、事業の変更による追加及び減額並びに事業の完了による追加でございます。１１目

災害復旧費分担金は、現年発生分は本年７月発生の豪雨災害分、過年分は平成２９年度に

発生しました７月梅雨前線豪雨災害及び台風１８号災害の災害復旧工事に係る分担金の

追加です。６ページをお開きください。１１款分担金及び負担金２項負担金でございます。

１０目教育費負担金は、石見養護学校の寄宿舎生徒分の食数減によるものでございます。

１３款国庫支出金１項国庫負担金でございますが、３目民生費国庫負担金のうち１節社会

福祉費負担金は、過年度分の介護給付費・訓練等給付費負担金、補装具費負担金及び計画

相談支援給付費負担金の精算分として２７１万５，０００円を追加とするものでございま

す。１１目災害復旧費国庫負担金でございますが、本年７月発生の豪雨災害による公共土

木施設災害復旧費にかかる国庫負担金でございます。１３款国庫支出金２項国庫補助金で

ございますが、２目総務費国庫補助金のうち１節総務管理費補助金は、地方創生推進交付

金の交付決定に伴う追加でございます。８ページをお開きください。同じく、１３款国庫

支出金２項国庫補助金でございますが、３目民生費国庫補助金は、東光保育園改築事業に

係る国庫補助金の交付基準額が増になった事による補助金の追加でございます。８目土木

費国庫補助金は、社会資本整備総合交付金の交付決定に伴い、２節道路橋りょう費補助金

を４２７万１，０００円、４節住宅費補助金を１，１５５万４，０００円、合わせて１，

５８２万５，０００円の減額とするものでございます。この補正により、歳出の道路新設

改良費、橋りょう新設改良費及び住宅建設費におきまして、事業費の変更及び財源更正を

行っております。１０ページをお開きください。１４款県支出金２項県補助金でございま

すが、６目農林水産業費県補助金のうち２節林業費補助金は、林地崩壊防止事業の追加１

件分及び７月豪雨により被災した林業専用道の復旧に係る経費の一部を、島根県から邑南

町を経由して行う補助金の追加でございます。１１目災害復旧費県補助金でございますが、

農地災害復旧費補助金及び農業用施設災害復旧費補助金は、本年７月発生の豪雨災害分並

びに平成２９年度に発生しました７月梅雨前線豪雨及び台風１８号災害分の県補助金、林
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道施設災害復旧費補助金は、本年７月発生の豪雨災害分の県補助金で、合わせて９，８５

８万５，０００円の追加とするものでございます。１２ページをお開きください。１８款

繰越金１項繰越金でございますが、１目繰越金は平成２９年度決算の歳計剰余金として１

億９，９３４万５，０００円の追加とするものでございます。１９款諸収入５項雑入でご

ざいますが、２目雑入のうち３節過年度補助金等返還金は、邑智郡総合事務組合で行って

おります介護保険事業の過年度、過年度分負担金の精算分で３６４万３，０００円の追加

とするものでございます。２０款町債１項町債でございますが、先ほど地方債補正で御説

明いたしましたので省略をさせていただきます。 

１６ページをお開きください。歳出でございます。歳出全般についてですが、平成２９

年度の決算結果から、各特別会計繰出金の調整を行っております。また、平成２９年度の

国県補助事業に係る事業費の確定があったものにつきましては、過年度分補助金の返還金

を計上しております。主なものをご説明いたします。２款総務費１項総務管理費の１目一

般管理費の００２一般管理費のうち０３財政調整基金管理費は、平成２９年度決算に伴う

歳計剰余金の処分として、財政調整基金への積み立てを１億２，２１９万２，０００円の

追加とするものでございます。１１目情報政策費の００２電気通信事業特別会計繰出金は、

電気通信事業特別会計への繰出金の調整により１００万円の減額とするものでございま

す。２款総務費２項徴税費の２目賦課調整費は、失礼しました、２目賦課徴収費は、邑智

郡総合事務組合が行う予定であった基幹システムの更改が延期となったため、負担金の減

額となっております。この負担金は複数費目にわたり支出しておりますので、これ以降、

邑智郡総合事務組合負担金（情報システム課）につきましては、同様の説明となりますの

で省略をさせていただきます。１８ページをお開きください。３款民生費１項社会福祉費

の１目社会福祉総務費のうち００５国民健康保険事業特別会計繰出金は、国民健康保険事

業特別会計への繰出金の調整により４１２万３，０００円の減額とするものでございます。

３目老人福祉費のうち００３後期高齢者医療事業特別会計繰出金は、後期高齢者医療事業

特別会計への繰出金の調整により８２２万４，０００円の減額とするものでございます。

２０ページをお開きください。３款民生費２項児童福祉費の３目児童福祉施設費は、現在

実施しております東光保育園改築事業における敷地造成工事費の追加及び改築事業補助

金の基準額増による補助金の追加でございます。２２ページをお開きください。４款衛生

費１項保健衛生費の１目保健衛生総務費のうち００５下水道事業特別会計繰出金（生活排

水等）は、下水道事業特別会計への繰出金のうち生活排水処理事業にかかる繰出金の調整

によるもので２００万９，０００円の減額とするものでございます。２４ページをお開き

ください。６款農林水産業費１項農業費の５目農地費のうち００６下水道事業特別会計繰

出金（農業集落排水）は、下水道事業特別会計への繰出金のうち農業集落排水事業にかか

る繰出金の調整によるもので３８９万円の増額とするものでございます。２６ページをお

開きください。６款農林水産業費２項林業費の５目治山費は、林地崩壊防止事業１件５４
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８万９，０００円の追加でございます。２８ページをお開きください。８款土木費１項土

木管理費の３目下水道費は、下水道事業特別会計への繰出金のうち特定環境保全公共下水

道事業にかかる繰出金の調整によるもので３９６万３，０００円の減額とするものでござ

います。８款土木費２項道路橋りょう費の２目道路維持費のうち００９公用車購入費は、

道路維持作業用の自動車１台更新分５８８万円の追加でございます。３０ページをお開き

ください。同じく８款土木費２項道路橋りょう費の５目橋りょう新設改良費は、歳入で申

し上げました社会資本整備総合交付金の交付決定に伴う財源更正及び事業費の変更でご

ざいます。３２ページをお開きください。１０款教育費１項教育総務費の２目事務局費は、

当初予定していた教育支援センターの相談指導員の雇用ができなくなったため、賃金及び

社会保険料等の減額をおこなうものでございます。３６ページをお開きください。１１款

災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費の１目農地災害復旧費のうち００１農地災害復

旧事業費（現年・補助災害）につきましては、羽須美地域１３カ所、瑞穂地域８カ所及び

石見地域５カ所の合計２６カ所分の９，２６０万４，０００円の追加でございます。００

２農地災害復旧事業費（現年・小災害）につきましては、瑞穂地域５カ所及び石見地域４

カ所の合計９カ所の５９２万４，０００円の追加でございます。００３農地災害復旧事業

費（過年・補助災害）につきましては、瑞穂地域１１カ所及び石見地域３カ所の合計１４

カ所の７２０万１，０００円の追加でございます。続きまして、２目農業用施設災害復旧

費のうち００１農業用施設災害復旧事業費（現年・補助災害）につきましては、羽須美地

域５カ所、瑞穂地域３カ所及び石見地域９カ所の合計１７カ所分の３，２７４万１，００

０円の追加でございます。００２農業用施設災害復旧事業費（現年・単独災害）につきま

しては、羽須美地域３カ所、瑞穂地域８カ所及び石見地域８カ所の合計１９カ所分の２，

７５５万２，０００円の追加でございます。３８ページをお開きください。同じく、１１

款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費の２目農業用施設災害復旧費のうち００４農

業用施設災害復旧事業（過年・補助災害）につきましては、石見地域３カ所分、失礼しま

した、瑞穂地域３カ所分の２３４万５，０００円の追加でございます。００６農業用施設

災害復旧事業費（過年・単独災害）につきましては、羽須美地域３カ所、瑞穂地域２カ所

及び石見地域７カ所の合計１２カ所分の５８８万６，０００円の追加でございます。続き

まして、３目林道災害復旧費のうち００１林道災害復旧事業費（現年・補助災害）につき

ましては、羽須美地域４カ所、瑞穂地域４カ所及び石見地域３カ所の合計１１カ所分の４，

７７３万４，０００円の追加でございます。００２林道災害復旧事業費（現年・小災害）

につきましては、石見地域３カ所分の２０１万２，０００円でござい、の追加でございま

す。００３林道災害復旧事業費（現年・単独災害）につきましては、石見地域１カ所分の

１５０万円の追加でございます。続きまして、１１款災害復旧費２項公共土木災害復旧費

の１目公共土木災害復旧費のうち００１公共土木災害復旧事業費（現年・補助災害）につ

きましては、羽須美地域１カ所分の５００万円の追加でございます。００２公共土木災害
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復旧事業費（現年・単独災害）につきましては、羽須美地域５カ所、瑞穂地域１１カ所及

び石見地域７カ所の合計２３カ所分の３，５５６万円の追加でございます。４０ページを

お開きください。９８款予備費９８項予備費は、７月豪雨災害の応急対応等で迅速な対応

を行うため予算外の経費に予備費を充用しております。予算編成時点で２，２５２万５，

０００円を必要としたため、それぞれの費目へ充用しております。充用可能額を当初予算

と同じ額とするため２，２５２万５，０００円の追加とするものでございます。以上、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお

願いいたします。 

○種町民課長（種由美） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 種町民課長。 

○種町民課長（種由美） 議案第７８号、平成３０年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正 

予算第２号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出

予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ３，５１１万８，０００円を追加し、歳入

歳出の総額をそれぞれ１４億３，９４０万７，０００円とするものでございます。詳細に

つきましては、予算に関する説明書の事項別明細書４ページ・５ページをお開きください。 

このたびの補正は、平成２９年度の決算に伴います繰越金と平成２９年度職員給与費等の

精算及び邑智郡総合事務組合の情報システム課のシステム機器 更改時期が延期になっ

たことに伴う負担金の変更や保険税の還付が発生する場合の対応のため、それぞれについ

て補正を行っております。はじめに、歳入でございます。９款の繰入金、２項他会計繰入

金でございますが、職員給与費等繰入金を４１２万３，０００円減額しております。これ

は、平成２９年度の職員給与費等の精算分 及び 邑智郡総合事務組合情報システム課の負

担金の減額分でございます。次に、１０款の繰越金でございますが、平成２９年度決算に

伴うものでございまして、３，９２４万１，０００円増額しております。次に、６ページ

・７ページをお開きください。 

歳出でございます。１款の総務費、１項 総務管理費でございますが、邑智郡総合事務

組合、情報システム課の負担金を２６２万円減額するものでございます。７款の基金積立

金につきましては、３，７５３万８，０００円増額するものでございます。９款の諸支出

金、１項の償還金及び還付加算金でございますが、９月以降に過年度分の保険税還付金の

発生が生じる場合の対応といたしまして２０万円増額しております。以上でございます。 

続きまして、議案第７９号、平成３０年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計 

補正予算第３号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。歳入

歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ１８万４，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ２億８，３４９万９，０００円とするものでございます。詳細につきまし

ては、予算に関する説明書の事項別明細書の４ページ・５ページをお開きください。歳入

でございます。４款の繰入金、２項他会計繰入金でございますが、阿須那診療所運営費補
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てん分を６３万５，０００円減額でございます。次に、５款の繰越金につきましては、平

成２９年度決算に伴います繰越金として８１万９，０００円増額でございます。６ページ

・７ページをお開きください。歳出でございます。９８款予備費でございます。１８万４，

０００円増額でございます。これは、阿須那診療所に急きょ、代診医が必要となり、その

代診医負担金などに予備費を充用させていただきましたので、同額をこのたび増額するも

のでございます。以上でございます。 

続きまして、議案第８０号、平成３０年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算 

第１号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出予算

の補正でございますが、歳入歳出それぞれ１７４万５，０００円を減額し、総額を歳入歳

出それぞれ３億６，０２５万５，０００円とするものでございます。詳細につきましては、

予算に関する説明書の事項別明細書４ページ・５ページをお開きください。この度の補正

は、平成２９年度の決算に伴います繰越金と平成２８年度の療養給付費負担金の精算及び

平成２９年度の出納整理期間中に収入いたしました保険料について、平成３０年度に精算

されますので、その調整や邑智郡総合事務組合情報システム課の負担金の変更に伴う補正

を行っております。はじめに、歳入でございます。５款繰入金の 1 項一般会計繰入金につ

きましては、1 目事務費繰入金を４０８万７，０００円減額。これは、前年度繰越金に出

納整理期間中に収入しました平成２９年度保険料が含まれておりますので、それを差し引

いた額の分を減額、及び邑智郡総合事務組合情報システム課負担金について減額しており

ます。続いて、３目の療養給付費負担金繰入金でございますが、平成２８年度分の負担金

精算に伴うもので４１３万７，０００円減額でございます。次に、６款の繰越金につきま

しては、平成２９年度決算に伴うものでございまして、６４７万９，０００円を増額して

おります。次に、６ページ・７ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費、

１項総務管理費でございますが、邑智郡総合事務組合の情報システム課負担金を３４１万

９，０００円減額しております。これは、システムの機器更改が延期になったことに伴う

ものでございます。続いて、２款の後期高齢者医療広域連合納付金、１目の保険料等負担

金につきまして、出納整理期間中に収入しました平成２９年度分の保険料を平成３０年度

の歳出予算で広域連合に納めることとなっておりますので、繰越金に含まれております保

険料分、１６７万４，０００円を増額するものでございます。以上、３会計につきまして、

それぞれ地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○川中水道課長（川中栄二） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹）  川中水道課長。 

○川中水道課長（川中栄二） 議案第８１号、平成３０年度邑南町下水道事業特別会計補正予 

算第２号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳

入歳出予算の補正でございますが、今回の補正は、歳入予算の組み替えによるものでござ
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いますので、歳入歳出予算総額の増減はございません。歳入予算補正の款・項の区分及び

金額につきましては、２ページの第１表歳入歳出予算補正に記載しております。なお、詳

細につきましては、後ほど予算に関する説明書の事項別明細書の方でご説明申し上げま

す。第２条、地方債の補正でございますが、３ページをお開きください。第２表、地方債

の補正でございます。変更分としましは、資本費平準化債の発行可能額確定に伴い、生活

排水資本費平準化債が３０万円減額、農業集落排水資本費平準化債が６８０万円減額、下

水道資本費平準化債が３１０万円の減額で、これにより地方債の限度額の合計を１億４，

０００万円とするものでございます。次に補正予算の内容を予算に関する説明書の事項別

明細書で説明させていただきます。予算に関する説明書の２ページをお開きください。６

款２項、一般会計繰入金は２０８万２，０００円の減額でございます。７款１項、繰越金

は１，２２８万２，０００円の追加でございます。９款町債につきましては、先ほど地方

債のところで説明いたしておりますので省略いたします。以上、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

○服部総務課長（服部導士） 議長、番外。 

●山中議長（山中康樹） 服部総務課長。 

○服部総務課長（服部導士） 議案第８２号、平成３０年度邑南町電気通信事業特別会計補正 

予算第１号について、ご説明いたします。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出 

予算の総額に、歳入歳出それぞれ１，１４９万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を、歳入歳出それぞれ４億７，４４９万７，０００円とするものでございます。詳細に

つきましては、事項別明細書の４ページ・５ページをお開きください。この度の補正は、

平成２９年度決算による繰越金を計上したほか、施設維持費に必要となる経費を計上し、

基金への積立てを行っております。まず、歳入でございますが、６款の繰入金のうち１項

基金繰入金は、施設維持費に充てるためのもので３３７万５，０００円の増額でございま

す。２項他会計繰入金は、一般会計繰入金の前年度精算分として１００万円の減額でござ

います。次に７款の繰越金は、平成２９年度決算により９１２万２，０００円の増額でご

ざいます。次に６ページ・７ページをお開きいただき、歳出でございます。１款の総務費

は、説明欄００２施設維持費はＩＰ電話の機器の製造が終了することからターミナルアダ

プターの在庫を確保する必要があり、５００台の購入費として６７５万円の増額でござい

ます。次に３款の基金積立金が、４７４万７，０００円の増額でございます。以上、平成

３０年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第１号につきまして、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

●山中議長（山中康樹）  以上で、執行部の説明は終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第７ 陳情文書表 

●山中議長（山中康樹）  日程第７、陳情文書表を議題といたします。本定例会までに受理 
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した陳情は、お手もとに配布しております陳情文書表のとおりでございます。お諮りをい 

たします。陳情第３号につきましては、総務教民常任委員会に。陳情第４号につきまして 

は産業建設常任委員会に。それぞれ、付託したいと思います。これにご異議はありません 

か。 

                   （「異議なし」の声あり） 

●山中議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、陳情第３号につきましては、総 

務教民常任委員会に。陳情第４号につきましては、産業建設常任委員会に。それぞれ、付 

託することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 

●山中議長（山中康樹）  以上で、本日の日程はすべて議了いたしました。本日はこれにて 

散会といたします。お疲れ様でした。 

―― 午後２時１３分 散会 ―― 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 
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